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概 要  
 

１．エイズ発生動向調査（サーベイランス）報告の概要 

  エイズ発生動向調査（サーベイランス）は、昭和 59（1984）年から開始され、平成元（1989）年から

は「後天性免疫不全症候群の予防に関する法律」（エイズ予防法）に基づいて平成 11（1999）年３月

31 日まで実施されてきた。平成 11（1999）年 4 月 1 日からは「感染症の予防および感染症の患者に

対する医療に関する法律（平成10年法律第114号）」（感染症法）の施行に伴いエイズ予防法は伝染
病予防法、性病予防法とともに統合廃止され、後天性免疫不全症候群は感染症法の第４類感染症と

して位置づけられた。その結果、エイズ発生動向調査は感染症法に基づく感染症発生動向調査の一

部として整備され現在に至っている。 

１）エイズ予防法に基づく報告の流れ 

①エイズ予防法に基づく報告の流れは、HIV 感染者あるいは AIDS 患者を診断した医師が感染者・

患者の居住する都道府県知事に「エイズ病原体感染者報告票」（以下、初回報告票と呼ぶ）を７日以

内に提出し、その報告票が都道府県・政令市から厚生省保健医療局エイズ疾病対策課に集められた。

初回報告票の内容は、性、国籍、年齢、HIV 感染者・AIDS 患者の別、感染者と診断した年月日、感

染者と診断した方法、AIDS と診断した場合は診断年月日および特徴的症状、感染したと推定される

原因および地域（日本国内・海外）、居住地（都道府県・政令市）、医療機関名と住所、診断医師名、

報告年月日である。 

②また、厚生省保健医療局疾病対策課結核・感染症対策室長通知（平成７年４月１日）により、初回報

告票がすでに提出されたHIV感染者あるいは AIDS患者に病状の変化（HIV感染者が AIDS発病

または死亡、AIDS患者が死亡）があった場合、「エイズ病原体感染者報告票（病状に変化を生じた事

項に関する報告）」（以下、病変報告票と呼ぶ）が同様の流れで集められた。病変報告票の内容は、病

状の変化の状況（HIV 無症候性キャリア等→エイズ、生存→死亡の別）とその年月日、前回報告時の

臨床診断、感染者と診断した年月日、性、年齢、国籍、居住地（都道府県・政令市）、医療機関名と住

所、診断医師名、報告年月日である。 

 なお、いずれの報告票でも、氏名、生年月日などの個人を特定できる情報は含まれていない。また、

いずれの報告票もエイズ動向委員会による審査を通して確定されてきたが、凝固因子製剤による感染

はこの報告の対象外としてきた。 

２）感染症法に基づく報告の流れ 
 感染症法に基づく報告において生じた主な変更点は以下のとおりである。 

①HIV感染者あるいは AIDS患者を診断した医師は「後天性免疫不全症候群発生届（HIV感染症

を含む）」を７日以内に最寄りの保健所長に提出する。 

②保健所はオンラインを通して、都道府県等（都道府県、保健所を設置する市および特別区）および

中央感染症情報センター（国立感染症研究所感染症情報センター内）に報告する。 

③報告内容は、性、年齢、HIV 感染者・AIDS 患者の別、診断方法、診断時の症状、発病年月日、

初診年月日、診断年月日、感染したと推定される年月日、死亡年月日（死亡を検案した場合）、

AIDS診断指標疾患、最近数年間の主な居住地（日本国内・海外）、推定感染地域（日本国内・海
外）、国籍、感染経路である。 

④感染症法では、医師が診断したにもかかわらず届出をしなかった場合に対して罰則規定（罰金 30

万円以下）が設けられている。 
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⑤法に基づく報告は初回報告のみであるが、厚生省保健医療局エイズ疾病対策課長通知（平成 11

年３月19日）による、「病変報告票」は、医師が任意に保健所に報告し、都道府県等にてとりまとめ

られ厚生省保健医療局エイズ疾病対策課に集められる。報告内容は、病状の変化、前回報告時

の臨床診断、国籍、性、年齢、感染者と診断した年月日、報告年月日などである。 

⑥報告は診断した医師が最寄りの保健所に報告する。そのため、必ずしも感染者・患者の居住地の

保健所からの報告とは言えないことに留意する必要がある。 

３）現行の報告システムの問題点について 
 エイズ動向調査は、HIV感染者やAIDS患者の発生の的確な把握を行うためのシステムであるが、

その観点から見て、感染症法施行以降のシステム（以下、新システム）には、エイズ予防法下のシステ

ム（以下、旧システム）と共通した、あるいは新たに見られる問題点がある。エイズ動向調査による実態

把握をより正確なものとするためにも、今後の検討が必要と思われる。 

(1)重複報告の問題 

新システムの報告票は、旧システムの場合と同様、同一者が異なる医療機関から報告されても、そ

れを原則的に区別することができないため、重複報告が含まれる可能性がある。流行の推移に伴って、

今後重複報告の割合がどのように変動するかは予測し得ないため、今後の実態把握における不確定

要因となり得る。また、HIV 感染者、AIDS 患者に見られる高率の感染経路不明例は、両システムに

共通する問題点であり、感染経路の正確な把握を妨げるため、流行状況の判断を誤る原因となる可

能性もある。 

(2)病変報告の問題 

第一に、病変報告には、感染経路、感染場所等や、初回報告に関する項目が含まれていないため、

病変報告による AIDS患者（以下、病変 AIDS）を、感染経路、感染場所等によって分類することがで

きない。このため、病変AIDSは、たとえ捕捉されても、感染経路や感染場所等が不明な例として扱わ
れることとなる。 

第二に、病変報告は、初回報告を行った後に、その臨床経過に応じて、改めて報告するものである

という性格上、報告漏れの危険を伴うが、病変AIDSや死亡数の動向は、最近の治療の進歩を反映し

得るものであるため、病変報告が低下すればエイズ動向調査からそうした情報が脱落する恐れのある

ものである。 

 第三に、病変 AIDS は、AIDS患者の中で、以前 HIV感染者として捕捉されていた者であり、病変

AIDS 数が正確に把握できれば、病変 AIDS 以外の AIDS 数との対比によって、全 HIV 感染者数
（注：潜在感染者を含む）の推計が可能となるため、推計および将来予測上のもっとも基本的な情報と

して利用されてきた。従って、病変 AIDS 数の捕捉が低下したり、感染経路別の分類が不可能である

と、全HIV感染者数の推計や予測の支障となる。 

（３）今後検討を要する問題 

 人権への配慮等、感染症法の趣旨を尊重しつつ、エイズ動向調査をさらに充実させるためには、以

下の点を検討する必要があると考えられる。 

①報告の意義とシステムに対する医師の普及啓発：報告の源は医師であるため、正確な情報記載の

意義や病変報告の意義を医師に徹底し、記載漏れや報告漏れの防止を図る必要がある。 
②保健所の役割強化：新システム下では、保健所を経由してなされる。従って、報告を受けた保健所

が、記載漏れをチェックするとともに、報告医師に対して病変報告の存在等についての周知を行うよう

にすれば、動向調査の質の向上を図ることができる。 
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③個人を同定し得ない照合情報の導入：重複報告の問題を解決するために、生年月日、あるいは欧

米諸国におけるような個人の特定につながらないコードを報告項目に導入すれば、報告間の照らし合

わせが可能となり、また、病変 AIDSから再び有用な情報が得られることとなる。 

④外国人患者、感染者のために通訳サービスの導入・普及：患者、感染者が外国人の場合、意思疎

通が困難なために不明となる場合がある。外国人報告例で特に不明が多いのは、これが原因である

可能性も否定できないと思われる。通訳サービスが普及されれば、医療に資するのみならず、動向調

査の質向上に資するところも大きい。 
⑤その他：居住地情報を得るために、初回報告票に都道府県等の居住地の項目を追加する。病変報

告と初回報告との照らし合わせを可能とするために、オンラインファイルに、報告医師名や医療機関名

の追加、あるいは、病変報告票に初回報告票と同等の情報の追加等も検討する余地がある。 

 

２．発生動向調査（サーベイランス）のためのHIV 感染症／AIDS 診断基準 

                                       （厚生省エイズ動向委員会，1999） 

 わが国のエイズ動向委員会においては、下記の基準によって HIV 感染症／AIDS と診断され、報
告された結果に基づき分析を行うこととする。この診断基準は、サーベイランスのための基準であり、治

療の開始等の指標となるものではない。近年の治療の進歩により、一度指標疾患（Ｉndicator 

Diseases）が認められた後、治療によって軽快する場合もあるが、発生動向調査上は、報告し直す必

要はない。しかしながら、病状に変化が生じた場合（無症候性キャリア→AIDS、AIDS→死亡等）には、

必ず届け出ることが、サーベイランス上重要である。 

 なお、報告票上の記載は、 

  1)無症候性キャリアとは、Ｉの基準を満たし、症状のないもの 

  2)AIDSとは、Ⅱの基準を満たすもの 
  3)その他とは、Ⅰの基準を満たすが、Ⅱの基準を満たさない何らかの症状があるもの 

 を指すことになる。 

Ⅰ．HIV感染症の診断 

１．HIV の抗体スクリーニング検査法（酵素抗体法（ELISA）、粒子凝集法（PA）、免疫クロマトグラフ

ィー法（IC）等）の結果が陽性であって、以下のいずれかが陽性の場合に HIV 感染症と診断す

る。 

1)抗体確認検査（Western Blot法、蛍光抗体法（IFA）等） 
2)HIV 抗原検査、ウイルス分離及び核酸診断法（PCR 等）等の病原体に関する検査（以下、

「HIV病原検査」という。） 

２．ただし、周産期に母親がHIVに感染していたと考えられる生後 18か月未満の児の場合は少なく

ともHIVの抗体スクリーニング法が陽性であり、以下のいすれかを満たす場合にHIV感染症と診

断する。 

1)HIV 病原検査が陽性 

2)血清免疫グロブリンの高値に加え、リンパ球数の減少、ＣＤ４陽性Ｔリンパ球数の減少、ＣＤ４陽

性Ｔリンパ球数／ＣＤ８陽性Ｔリンパ球数比の減少という免疫学的検査所見のいずれかを有す

る。 

Ⅱ．AIDS の診断 

 Ⅰの基準を満たし、Ⅲの指標疾患（Ｉndicator Diseases）の１つ以上が明らかに認められる場合に
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AIDSと診断する。 

Ⅲ．指標疾患（Ｉndicator Diseases） 

Ａ．真菌症 

  1.カンジダ症（食道、気管、気管支、肺） 

  2.クリプトコッカス症（肺以外） 

  3.コクシジオイデス症 

①全身に播種したもの、②肺、頚部、肺門リンパ節以外の部位に起こったもの 
４．ヒストプラスマ症 

①全身に播種したもの、②肺、頚部、肺門リンパ節以外の部位に起こったもの 

5．カリニ肺炎   （注）原虫という説もある 

Ｂ．原虫症 

６．トキソプラズマ脳症（生後１か月以後） 

７．クリプトスポリジウム症（１か月以上続く下痢を伴ったもの） 

８．イソスポラ症（１か月以上続く下痢を伴ったもの） 
Ｃ．細菌感染症 

９．化膿性細菌感染症 （13 歳未満で、ヘモフイルス、連鎖球菌等の化膿性細菌により以下のいず

れかが２年以内に、二つ以上多発あるいは繰り返して起こったもの） 

①敗血症、②肺炎、③髄膜炎、④骨関節炎、⑤中耳・皮膚粘膜以外の部位や深在臓器の膿瘍 

10．サルモネラ菌血症（再発を繰り返すもので、チフス菌によるものを除く） 

※11．活動性結核（肺結核または肺外結核） 

12．非定型抗酸菌症 

①全身に播種したもの、②肺、皮膚、頚部、肺門リンパ節以外の部位に起こったもの 
Ｄ．ウイルス感染症 

13．サイトメガロウイルス感染症（生後１か月以後で、肝、脾、リンパ節以外） 

14．単純へルペスウイルス感染症 

①１か月以上持続する粘膜、皮膚の潰瘍を呈するもの、②生後１か月以後で気管支炎、肺炎、

食道炎を併発するもの 

15．進行性多巣性白質脳症 

Ｅ．腫瘍 
16．カポジ肉腫 

17．原発性脳リンパ腫 

18．非ホジキンリンパ腫 

ＬＳＧ分類により ①大細胞型、免疫芽球型、②Burkitt型 

※19．浸潤性子宮頚癌 

Ｆ．その他 

20．反復性肺炎 

21．リンパ性間質性肺炎／肺リンパ過形成：LIP／PLH complex（13歳未満） 
22．HIV脳症（痴呆又は亜急性脳炎） 

23．HIV消耗性症候群（全身衰弱又はスリム病） 

※：Ｃ11の活動性結核のうち肺結核、及びＥ19の浸潤性子宮頚癌については、HIVによる免
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疫不全を示唆する症状または所見が見られる場合に限る。 

３．集計対象と集計方法 

  エイズ予防法に基づいて平成 11（1999）年3月31日までにエイズ動向委員会によって確定された

HIV感染者、AIDS患者、および感染症法に基づいて平成 11（1999）年 4 月 1 日から第 52 週（12

月 31 日）までに報告されたHIV 感染者、AIDS 患者を集計対象とした。エイズ予防法に基づく報告

例に関しては、HIV感染者に関する情報は初回報告票から、AIDS患者と病変報告による死亡者（以

下、病変死亡者）に関する情報は初回報告票と病変報告票から得たが、平成 11（1999）年 4 月 1 日
以降については病変報告によるエイズ患者は集計に含まれていない。これは現在の病変報告票に感

染経路、感染地等の情報が含まれておらず、新規報告のエイズ患者と同様の詳細な集計分析が出来

ないためである。なお、前述の通り、この集計には、凝固因子製剤による感染例は含まれていない。 

  HIV 感染者、AIDS 患者を、日本国籍と外国国籍ごとに、年次、感染経路、性、年齢、感染地、報

告地の別およびそれらの組み合わせの別に集計した。また、AIDS 患者については指標疾患の分布

を集計した。年次は診断時点、報告時点ではなく、エイズ動向委員会での確定時点としたが、詳細は

項目４に記す。感染経路は異性間の性的接触、同性間の性的接触、静注薬物濫用、母子感染、その

他、不明の６区分とした。同性間の性的接触には両性間の性的接触を含めた。また、女性には同性間

の性的接触による感染は報告されていないので、男性のみを集計した。その他の感染経路には輸血

などに伴う感染や可能性のある感染経路が複数あるケース（同性間の性的接触と静注薬物濫用のい

ずれかなど）を含めた。国籍は日本・外国の別と世界地域区分（UNAIDS；Report on the global 

HIV/AIDS epidemic-JUNE 1998の分類に準拠）を用いた。 

 

４．集計結果を見る上での注意事項 

1）報告漏れと重複について 

 HIV 感染者の多くは、感染後のかなり長い期間、特定の症状がなく、検査を受けてはじめて感染が

判る。診断されたHIV感染者の報告漏れは比較的少ないと思われるが、検査を受けていないHIV感

染者がいるために、国内に存在するすべてのHIV感染者の内で報告されている者の割合は必ずしも

充分ではないと考えられる。一方、AIDS患者は特定の症状を有することが多く、医療機関を受診する。

診断されたAIDS患者の医療機関からの報告率がきわめて高いことを考慮すると、AIDS患者の内で

報告されている者の割合はかなり高いと考えられる。 

 エイズ発生動向調査では、同一者について複数の初回報告票あるいは病変報告票を提出しないこ

ととしているが、前述の通り、報告票には個人を特定できる情報が含まれていないために、報告に若干

の重複がある可能性を否定できない。そのため、本集計ではHIV感染者と AIDS患者を別々にして

数えており、それらを合計してもそれが全HIV感染者をあらわしているわけではない。 

2）報告の遅れについて 

 エイズ予防法に基づく報告分の集計では、年次は診断時点でなくエイズ動向委員会の確定時点とし

てきた。多くの症例で報告は診断後速やかに行われ、直ちにエイズ動向委員会が審査・確定してきた。

ただ、様々な事情から報告が遅れるケースもあった。平成 2（1990）～平成 10（1998）年にエイズ動向

委員会により確定された HIV 感染者の中で、確定されたのが診断の翌年であったケースは 2.8％、2
年以上遅れたケースは 0.4％であった。同様に、平成 2（1990）～平成 10（1998）年に確定された

AIDS 患者では、確定されたのが診断の翌年であったケースは 4.6％、2 年以上遅れたケースは

2.4％であった（表 14）。 
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3）本集計データの確定日について 

 感染症法に基づく報告分については、当該年の最終週の 12月 31日までの報告とした。なお、保健

所からのオンラインによる報告に、その後追加・削除・修正される場合もあり、報告数は集計データを

取り出す時期に左右される可能性がある。本集計は、平成 12（2000）年 4月 21 日に集計データを確

定したものである。このため、エイズ動向委員会が先に公表した平成 11（1999）年エイズ発生報告数

（平成 11年 12 月 27 日現在）とは若干異なっている。 

4）病変報告について 

 エイズ予防法下での初回報告と病変報告は感染症法後にも継続されることとなった。しかし前述した

ように、新法下では初回報告と病変報告の照らし合わせ（リンケージ）がなされないために病変報告例

の感染経路等の情報を得ることができない。このため、平成１１年4月1日以降の患者・感染者病変報

告（無症候性キャリア→AIDS 11 件、生存→死亡 42 件）は除外して集計した。 

5）その他 

 報告票の年齢欄には診断時点あるいは報告時点などの規定はないが、確定が診断や報告よりも極

端に遅れるケースはきわめて稀であるので、年齢を診断時点あるいは報告時点のいずれのものとみて

も、全体像を把握する上で大きな問題はない。 

 エイズ予防法では、患者あるいは感染者の居住地の県知事に報告されることになっていたが、

感染症法では、報告した医療機関を管轄する保健所に報告されることとなった。従って、「報

告地」の意味が感染症法後では異なっている。 

 本集計では、日本国籍と外国国籍を別にしているが、これは、両者の感染経路の状況や年次推移

の傾向などが大きく異なるためである。 
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発 生 動 向 の 分 析 結 果  
 

1 .平成 11（1999）年報告例の主な内訳 

 1999 年には、HIV 感染者（以下HIVと省略）530 件、AIDS 患者（以下 AIDS と省略）

300 件が報告された。感染経路別では、性的接触による感染（HIV の 77.0%、AIDSの 73.0%）

が（図 1）、国籍・性別では、日本国籍男性（HIVの 71.5%、AIDS の 70.7%）が多数を占め

た（図 2）。また、感染地別では、日本国籍例の大半が国内感染（HIV 79.0%、AIDS 68.8%）
で（図 3）、報告地別では、東京都とその他の関東甲信越ブロックからの報告が大半を占め

（HIV 75.7%、AIDS 71.3%）、近畿ブロックがそれに次いだ（HIV 10.9%、AIDS 10.7%）。 

 HIVの年間報告数は前年を 108 件上まわり、昨年減少（-19）に転じていた AIDS は 69

件の増加となった。HIV の増加は、日本国籍例の増加によるもので、感染経路別では同性

間および異性間の性的接触、性別では男性、感染地別では国内感染、報告地別では、北海

道・東北と東海を除く全てのブロックで増加したが、東京都と九州の増加が特に目立った。

外国国籍の HIVは昨年に続き減少したが、それは男性例の減少によるものであった。 
 AIDSにおいては、日本国籍および外国国籍共に増加しており、それぞれ異性間の性的接

触で増加していた。性別では、日本国籍は男性で、外国国籍は女性、感染地別では国内、

海外が増え、報告地別では北海道・東北を除く他の地域で増加したが、東京都、東海、近

畿の増加が特に目立った。（以上表 1）。 

 

図 1. 1999年に報告されたHIV感染者及び AIDS 患者の感染経路別内訳 

図 2. 1999年報告例の国籍・性別内訳   図 3. 1999 年報告日本国籍例の推定感染地別内訳 
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2.平成 11（1999）年 12 月 31 日までの累積報告例の内訳 

 凝固因子製剤による感染例を除いた、1999 年 12月 31 日までの累積報告件数（報告デー

タの確定日は 2000 年 4 月 21 日）は、HIV 3443 件、AIDS 1586 件である。感染経路別構

成は、HIVでは、異性間の性的接触 46.7%、同性間の性的接触 26.4%、静注薬物濫用 0.6%、

母子感染 0.6%、その他 1.9%、不明 23.8%であり、AIDS でもほぼ同様であった（以上表 2、

図 4）。国籍・性別構成は、HIV では日本国籍男性 49.9%、日本国籍女性 8.9％、外国国籍男

性 12.9%、外国国籍女性 28.3%であり、AIDS では、それぞれ 67.1%、5.4%、19.0%、8.6%
であった（以上表 2）。 

図 4. HIV感染者及び AIDS 患者の感染経路別構成（１９９９年末までの累計） 

3.HIV 及び AIDS の動向  （凝固因子製剤による感染例を除く） 

  HIVの年間報告件数は 1992年のピーク後減

少したが、1996 年以降一貫して増加傾向が続き

1999年報告件数は 1992年を上回り過去最高と
なった。AIDSの年間報告件数は 1997年までは

増加を続け、1998 年に初めて減少に転じたが

1999 年には再び増加した（以上表３-1）。HIVの

増加は、主に日本国籍男性例の増加によるもの

で、日本国籍女性も緩やかな増加傾向にある。

外国国籍者の報告数は過去6年間、横這いない

し減少傾向にある。AIDS は、日本国籍男性に

図 5. HIV感染者及び AIDS 患者の年次推移 

図 6. HIV感染者及び AIDS 患者の国籍別、性別年次推移 
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おいて増加が著しく、他の国籍・性別区分ではいずれも微増の傾向であった（以上表３-1、図 6）。 

 国籍を世界地域区分別に分類して動向を検討したが、HIV、AIDS ともに、日本国籍例以外で

は、東南アジアがもっとも多く、ラテンアメリカ、サハラ以南アフリカがそれに次ぎ、いずれの区分で

も過去 6 年間、報告数はほぼ横這いに推移していた。日本国籍以外の報告例の割合は、平成 11

（1999）年でHIV20.0%、AIDS25.3%である。過去 5 年間の割合は、HIVでは漸減傾向、AIDS

では 25-30%の範囲でほぼ一定している（以上表３-2）。 

感染経路別にみると、日本国籍例のHIVでは、異性間および同性間の性的接触と感染経路不
明例が増加を続けている。外国国籍の HIVではいずれの感染経路区分も減少ないし横這いであ

る。AIDSでは、日本国籍例は異性間の性的接触による報告が増加し、同性間の性的接触及び感

染経路不明による報告は過去６年間増減を繰り返している。外国国籍例では、異性間の性的接触

による報告が 1996 年から減少してきていたが、昨年は１９９６年の報告数を超え、大きく増加した。

過去 5 年間徐々に増加してきた感染経路不明例は減少した。（以上表４、図 7）。感染経路不明例

の割合は、HIVでは、例年外国国籍例の 40%前後を占めているが、日本国籍例でも例年 15%前

後で推移している。AIDS では、感染経路不明例の割合は近年ほぼ安定しているが、その割合は
累計で外国国籍例が 45%以上、日本国籍例も 25%を越える（以上表４）。 

年齢分布は、HIVでは国籍にかかわらず、男性では 25-34 歳、女性では 20-29 歳にピークが

見られるが（以上表 6-1）、AIDSでは、日本国籍男性で 45-49 歳と特に高い以外は、25-34 歳に

ピークがある（以上表 6-2）。また、感染地別では、HIV において、日本国籍男性の国内感染例と感

染地不明例が増加を続けていること、外国国籍男性の国内感染が増加傾向にあることが注目され

るが、それ以外の区分ではほぼ横這いの状況が続いている（以上表 7、図 8）。AIDS では、日本国

籍男性の国内感染例が増加し、それ以外の区分では、横這いないし微増傾向にある（以上表 7）。 

図 7. HIV感染者及び AIDS 患者の国籍別、感染経路別年次推移 
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報告地別では、日本国籍男性のHIVが、北海道・東北及び北陸を除く全てのブロックで増加し、

特に東京都では 80 件の増加、九州ブロックも増加の兆しが見られる。（以上表 8）。 

1) 国籍・性別の H I V の動向  

日本国籍男性：報告累計(1717)の内、同性間の性的接触が 47.4%、次いで異性間の性的接触が
38.2%で大半（85.6%）を占めている。平成 11（1999）年には、同性間および異性間の性的接触と

感染経路不明例が増加した（以上表5、図9）。異性間の性的接触は、年齢のピークが 30-34歳、国内

感染が大半（63.6%）を占める（以上表 9-1）。国内感染例の割合は近年緩やかに増加しつつある。報

告地別では、関東甲信越ブロック（東京都を除く）が 43.6%、東京都が 33.4%で、年間報告数は、

東京都、関東甲信越（東京都を除く）、東海および近畿の各ブロックで増加傾向にある（以上表 9-1）。

一方、同性間の性的接触では、25-29 歳に年齢のピークがあるが、平成 11（1999）年における

20-29歳と35-49歳の年齢層の急増が注目される。国内感染の割合が高く（84.6%）、過去4年間

は 90%を越えている。東京都が 55.8%、関東甲信越ブロックが 21.8%を占め、異性間に比べ東京
都からの報告割合が大きい（以上表 9-2、図 10）。東京都では平成 11（1999）年におよそ2倍に増加し、

関東甲信越ブロック（東京都を除く）、近畿ブロックおよび九州ブロックでも最近増加が認められる

（以上表9-2）。感染経路不明例が増加しつつあり、平成 11（1999）年は 14.0%を占めた（以上表5）。 

日本国籍女性：異性間の性的接触は、近年緩やかに増加が続いている（以上表5、図9）。年齢のピー

クは 25-29 歳であるが、15-19 歳の感染例は 6.7%あり日本国籍男性に比べて多い。感染地の大

半はほぼ一貫して国内（74.8%）であり、報告地は、関東甲信越ブロック（東京都を除く）が 42.9%、

東京都が 26.4%を占め(以上表 9-3、図 10)、日本国籍男性に比べると、地域的に分散する傾向がある

図 8. HIV感染者の国籍別、性別、感染地別年次推移 
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（以上表9-3）。感染経路不明例は、例年数例にとどまり増加傾向は見られない（以上表 5）。 

外国国籍男性：異性間の性的接触は同性間の性的接触の約 1.6倍で、いずれも1996年までは緩

やかに増加を続けてきたが、その後横這いないしやや減少している（以上表 5、図 9）。異性間の性的

接触による感染例での年齢のピークは 30-34 歳、感染地は海外が大半(60.4%)であるが、国内感

染も 18.8%存在する。報告地は、関東甲信越ブロック（東京都を除く）と東京都がほぼ同数で、合

わせて 75.3%を占める（以上表9-4、図10）。同性間の性的接触は、年齢のピークが25-29歳とやや若

く、海外感染が主である（42.7%）。65.6%が東京都に集中している（以上表 9-5、図 10）。感染経路不

明例は、数、年次推移ともにほぼ異性間の性的接触に近い（以上表 5）。 

外国国籍女性：異性間の性的接触が、1992年に大きなピークを示した後減少し、過去5年間はほ

ぼ横ばいの状態にある（以上表5、図 9）。年齢のピークは、20-24 歳と若く、感染地は海外感染と不明

が多いが、国内感染も18.0%存在する。報告地は、関東甲信越ブロック（東京都を除く）が66.7%、

東京都が 21.7%を占める（以上表 9-6、図 10）。感染経路不明例は、数、年次推移ともにほぼ異性間の

性的接触に近い（以上表 5）。 

２） 国籍・性別の AIDS の動向 

日本国籍男性：サーベイランス開始から増加が続いた異性間の性的接触による報告は、1998 年

に初めて減少に転じたが、1999年には再び 35件の増加となり、同時期の同性間の性的接触によ
る報告の増加（9 件の増加）を大きく上回った（以上表 5）。異性間の性的接触では、年齢のピークは

45-49 歳、感染地は、1994年までは海外感染が主であったが、1995年以降は国内感染が主とな

った。累計では、国内感染は 56.8%を占める。報告地は、累計で関東甲信越ブロック（東京都を除

図 9. HIV感染者の国籍別、性別、感染経路別年次推移 
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く）が48.5%、東京都が25.8%を占める（以上表9-1、図10）。同性間の性的接触では、年齢のピークは

40-44 歳で、感染地は、国内が中心（72.4%）でその傾向は 1991年以降一貫している。報告地は

東京都が中心で53.9%、関東甲信越ブロック（東京都を除く）が 24.5%、近畿が 11.8%を占める（以

上表 9-2、図 10）。感染経路不明例が 20.8%存在する（以上表5）。 

日本国籍女性：異性間の性的接触は、1995年以来、年間約 6～10 件と横ばいで（以上表 5）、年齢

のピークは 25-29 歳、国内感染が主（60.4%）で、報告地は相対的には関東甲信越ブロック（東京

都を除く）に多い（35.8%）が、比較的全国に分散している（以上表 9-3、図 10）。感染経路不明例が

27.1%存在する（以上表 5）。 

外国国籍男性： 異性間の性的接触が 1992 年以来最も多い感染経路であり、1997 年以来減少

傾向にあったが、1999 年では増加している。同性間の性的接触は年間数例にとどまっている（以上

表 5）。異性間の性的接触では、年齢のピークは 30-34 歳、海外感染が主（68.2%）で、東京都、関

東甲信越ブロック（東京都を除く）に 71.8%が集中している（以上表 9-4、図 10）。同性間の性的接触で

は、年齢のピークは 30-34 歳、海外感染が主（53.7%）で、東京都に 65.9%が集中している（以上表

9-5、図 10）。感染経路不明例が 44.2%存在する（以上表5）。 
外国国籍女性：異性間の性的接触と感染経路不明例がほぼ同数を占める（以上表 5）。異性間の性

的接触の年齢のピークは 25-29 歳、主な感染地は海外（49.3%）、報告地は関東甲信越ブロック

（東京都を除く）が中心で 62.3%を占める（以上表9-6、図 10）。 

 

 

図 10. HIV感染者及び AIDS 患者の感染経路別、国籍別、性別の報告地の分布 
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4.都道府県別の報告件数 

  HIVは過去 3年間、関東・甲信越ブロックではほぼ横這いに推移していたが、1999年は 86件

（内東京都74件）の増加となった。近畿ブロックでも増加が続き、九州ブロックも報告数は少ないが

増加の兆しがみえる。AIDS はほぼ全てのブロックで 1998 年に減少したが、1999 年の報告は関

東・甲信越、東海、近畿ブロックでは増加していた（図11）。人口10万対の累積報告件数は、全国で

は HIV 2.722（表 10-1）、AIDS 1.254（表 10-4）である。人口10 万対報告件数の多い都道府県の上

位 5つは、日本国籍例の場合、HIVでは、東京都、千葉県、神奈川県、茨城県、埼玉県（表10-2）、

AIDSでは、東京都、茨城県、千葉県、栃木県、神奈川県（表10-5）で、外国国籍例の場合、HIVで

は、茨城県、長野県、山梨県、東京都、栃木県（表 10-3）、AIDSでは、茨城県、山梨県、長野県、東

京都、栃木県である（表 10-6）。 

 

図 11. HIV感染者及び AIDS 患者報告数のブロック別年次推移       

 

5.AIDS報告における指標疾患の分布 

 日本国籍と外国国籍の AIDSの累計報告数（1149と 437）を分母として、各指標疾患の分布を

見ると、分布は両国籍群でほぼ類似しており、ニューモシスチス・カリニ肺炎が 40-45%ともっとも多

く、カンジダ、HIV消耗性症候群が 11-20%を占める。両群では活動性結核に差が認められ、日本

国籍例が 7.0 %であるのに対し、外国国籍例では、13.7%とほぼ 2 倍になっている（以上表 11）。 

 
6.病変死亡の動向 

エイズ予防法に基づく 1999年 3 月 31 日までの報告病変死亡例は 596 件である。内訳は、日

本国籍男性が 445 件、女性が 40 件、計485 件、外国国籍男性が 77 件、女性が 34 件、計111

件である（以上表 12）。また、1999年 4月 1日から 12月 31日までに厚生省に報告された病変死亡

例は 42 件で、この内、日本国籍男性が 30 件、女性が 2 件、計32 件、外国国籍男性が 6 件、女

性が 4 件、計10 件である。1999年 12 月末までに 638件の病変死亡の報告が寄せられた。 

1999 年 4 月から病変報告は医師の任意によっている。1999年中の報告は日本国籍男性が 45

件、女性が6件、計51件、外国国籍男性が 8件、女性が 7件、計15件である。法改正後の報告
数はほぼ前年と同様である。近年日本国籍男女で病変死亡例数の減少がみられる。 
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7.報告年と診断年の比較 

 日本国籍の HIV及び外国国籍のHIVとAIDSについては、例年95%以上が診断年と同じ年

内に報告されているが、日本国籍の AIDSで 95%を下回る年がしばしば見られる（以上表 13）。 

 

 

8.まとめ 

 1999 年のHIV、AIDS報告件数および年次動向の特徴をまとめると以下のようであった。 
(1)1999 年の HIV 感染者の報告数は、1996 年以降増加を続け、1999 年は過去最高の報告

数（530 件）となった。HIV感染者の増加は、日本国籍男性の増加が中心であり、日本

国籍女性も緩やかな増加傾向にある。 

 HIV感染者の 1999 年報告例では、日本国籍男性が 72%を占め、推定される感染地域

も日本国籍者の 79%が国内感染であった。感染経路は、性的接触による感染が 77%（異

性間 39％、同性間 38％）を占め、特に日本国籍男性では 84％を占めていた。 

(2)AIDS の報告数は、エイズ発生動向調査開始以来 1998年に初めて減少に転じたが、1999 年
（300 件）は再び増加した。特に、日本国籍男性の異性間性的接触による報告例の増加が著し

い。 

(3)外国国籍例は、HIV、AIDS ともに、報告数の 20%程度を占め、東南アジア、ラテンアメリカの

順に多い。HIV報告例は漸減傾向にあるが AIDSは 1998 年に比べて微増傾向にある。 

(4)HIV、AIDSともに、静注薬物濫用や母子感染による報告例はいずれも 1%以下にとどまって

いる。 

(5)日本国籍例での推定感染地域は、HIVでは 79％、AIDSでは 69％が国内感染である。 

(6) 報告地は、関東・甲信越ブロックに集中しているが、近畿ブロックにおける最近の報告数の
増加が注目される。また九州ブロックにも増加の兆しが見られる。 

 

 以上、わが国における HIV感染は、日本国籍男性を中心に、国内での性感染症としての

流行拡大が続いており、異性間および同性間の性感染防止に向けた積極的な対策を進めな

ければならない。また、関東・甲信越ブロックに加えて、近畿、九州ブロックでも近年増

加の兆しが見られ、地域の状況に応じた機敏な対策の展開が望まれる。 
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添付資料  
 

 

1999年 12月時点におけるHIV/AIDSの世界的流行状況 
 

国連合同エイズ計画 

 

 

1999 年中に新たに HIV に感染した人々の数   総数  560 万人 

 成人 500 万人 

   （女性 230 万人） 

 15 歳未満の子供 57 万人 

HIV/AIDS と共に生きている人  々 総数 3360 万人 
 成人 3240 万人 

   （女性 1480 万人） 

 15 歳未満の子供 120 万人 

1999 年中に AIDS で死亡した人  々 総数 260 万人 

 成人 210 万人 

   （女性 110万人） 

 15 歳未満の子供 47 万人 

流行開始以来の累積 AIDS死亡者数 総数 1630 万人 
 成人  1270 万人 

   （女性 620 万人） 

 15 歳未満の子供 360 万人 

 

 

 



表1　1998年、1999年に報告されたHIV感染者及びAIDS患者の内訳

診断区分 項目 区分 1998 1999 差 1998 1999 差 1998 1999 差
HIV 合計 297 424 127 125 106 -19 422 530 108
感染経路 異性間の性的接触 125 160 35 54 47 -7 179 207 28

同性間の性的接触（男）*1 122 195 73 12 6 -6 134 201 67
静注薬物濫用 2 1 -1 3 2 -1 5 3 -2
母子感染 0 2 2 1 0 -1 1 2 1
その他*2 1 10 9 1 3 2 2 13 11
不明 47 56 9 54 48 -6 101 104 3

性 男 261 379 118 58 39 -19 319 418 99
女 36 45 9 67 67 0 103 112 9

感染地 国内 223 335 112 30 21 -9 253 356 103
海外 27 29 2 34 34 0 61 63 2
不明 47 60 13 61 51 -10 108 111 3

報告地 北海道・東北 15 12 -3 0 1 1 15 13 -2
(ブロック*3）関東・甲信越*4 107 123 16 55 51 -4 162 174 12

東京 115 195 80 38 32 -6 153 227 74
東海 13 16 3 15 9 -6 28 25 -3
北陸 0 2 2 0 2 2 0 4 4
近畿 35 51 16 16 7 -9 51 58 7
中国・四国 4 6 2 0 1 1 4 7 3
九州 8 19 11 1 3 2 9 22 13
不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0

AIDS*5 合計 168 224 56 63 76 13 231 300 69
感染経路 異性間の性的接触 85 121 36 19 43 24 104 164 60

同性間の性的接触（男）*1 44 53 9 2 2 0 46 55 9
静注薬物濫用 0 0 0 2 1 -1 2 1 -1
母子感染 1 1 0 0 0 0 1 1 0
その他*2 2 3 1 0 3 3 2 6 4
不明 36 46 10 40 27 -13 76 73 -3

性 男 158 212 54 42 45 3 200 257 57
女 10 12 2 21 31 10 31 43 12

感染地 国内 110 154 44 2 11 9 112 165 53
海外 30 37 7 27 44 17 57 81 24
不明 28 33 5 34 21 -13 62 54 -8

報告地 北海道・東北 12 9 -3 1 2 1 13 11 -2
(ブロック*3）関東・甲信越*4 75 91 16 35 35 0 110 126 16

東京 51 67 16 11 21 10 62 88 26
東海 8 16 8 7 11 4 15 27 12
北陸 1 1 0 1 2 1 2 3 1
近畿 14 27 13 5 5 0 19 32 13
中国・四国 2 5 3 2 0 -2 4 5 1
九州 5 8 3 1 0 -1 6 8 2
不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0

*1 両性間性的接触を含む。
*2 輸血などに伴う感染例や推定される感染経路が複数ある例を含む 。
*3 ブロック区分については、表10-1を参照。
*4 東京都を除く。
*5 1999年4月1日以降は病変AIDS報告を含まず。

日本国籍 外国国籍 合計
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表２　1999年末におけるHIV感染者及びAIDS患者の国籍別、性別、感染経路別累計

診断区分 感染経路
男 女 計 男 女 計 男 女 計

HIV 異性間の性的接触 656 254 910 154 543 697 810 797 1607
同性間の性的接触（男）*1 813 0 813 96 0 96 909 0 909
静注薬物濫用 7 0 7 14 1 15 21 1 22
母子感染 8 6 14 2 6 8 10 12 22
その他*2 24 21 45 12 7 19 36 28 64
不明 209 24 233 167 419 586 376 443 819
小計 1717 305 2022 445 976 1421 2162 1281 3443
凝固因子製剤*3 1417 17 1434 - - - 1417 17 1434
HIV合計 3134 322 3456 445 976 1421 3579 1298 4877

AIDS*4 異性間の性的接触 493 53 546 110 69 179 603 122 725
同性間の性的接触（男）*1 323 0 323 41 0 41 364 0 364
静注薬物濫用 4 0 4 10 0 10 14 0 14
母子感染 7 3 10 1 1 2 8 4 12
その他*2 16 6 22 6 4 10 22 10 32
不明 221 23 244 133 62 195 354 85 439
小計 1064 85 1149 301 136 437 1365 221 1586
凝固因子製剤*3 624 7 631 - - - 624 7 631
AIDS合計 1688 92 1780 301 136 437 1989 228 2217

*1 両性間性的接触を含む。

*2 輸血などに伴う感染例や推定される感染経路が複数ある例を含む 。

*4  1999年4月1日以降は病変AIDS報告を含まず。

日本国籍 外国国籍 合計

*3 凝固因子製剤による感染者数は、1997年10月末現在における「HIV感染者発症予防・治療に関する研究班」からの最終
報告である。
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表3-1　HIV感染者及びAIDS患者の国籍別、性別の年次推移

診断区分 国籍 性別 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％

HIV 日本 男 0 0 34 15 35 27 52 108 102 134 147 189 234 261 379 1717 49.9

女 0 0 11 4 18 10 17 16 22 32 19 41 34 36 45 305 8.9

計 0 0 45 19 53 37 69 124 124 166 166 230 268 297 424 2022 58.7

外国 男 0 0 10 4 21 11 26 45 33 37 47 65 49 58 39 445 12.9

女 0 0 0 0 6 18 105 273 120 95 64 81 80 67 67 976 28.3

計 0 0 10 4 27 29 131 318 153 132 111 146 129 125 106 1421 41.3

合計 0 0 55 23 80 66 200 442 277 298 277 376 397 422 530 3443 100

AIDS 日本 男 5 3 6 9 15 18 24 36 53 91 108 156 170 158 212 1064 67.1

女 0 0 3 2 2 3 0 1 5 9 11 15 12 10 12 85 5.4

計 5 3 9 11 17 21 24 37 58 100 119 171 182 168 224 1149 72.4

外国 男 1 2 3 3 4 10 14 13 19 28 33 45 39 42 45 301 19.0

女 0 0 2 0 0 0 0 1 9 8 17 18 29 21 31 136 8.6

計 1 2 5 3 4 10 14 14 28 36 50 63 68 63 76 437 27.6

合計 6 5 14 14 21 31 38 51 86 136 169 234 250 231 300 1586 100

表3-2　HIV感染者及びAIDS患者の国籍区分別年次推移

診断区分 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％

HIV 0 0 0 0 0 0 1 3 1 4 3 3 2 2 3 22 0.6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

0 0 0 0 0 1 5 6 4 5 15 20 17 17 10 100 2.9

0 0 0 0 0 0 2 4 2 3 7 12 3 9 2 44 1.3

0 0 0 0 0 4 66 241 123 79 65 72 76 64 56 846 24.6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

0 0 0 0 0 0 1 2 0 3 5 3 6 7 5 32 0.9

0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 3 0.1

0 0 0 0 0 0 2 6 2 5 2 6 3 0 0 26 0.8

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 2 0 4 0.1

0 0 0 0 1 0 4 8 9 12 13 25 22 20 15 129 3.7

0 0 45 19 53 37 69 124 124 166 166 230 268 297 424 2022 58.7

0 0 10 4 26 24 50 47 10 21 1 4 0 4 14 215 6.2

0 0 55 23 80 66 200 442 277 298 277 376 397 422 530 3443 100.0

AIDS 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 1 0 0 4 0.3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0.1

0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 4 9 8 11 8 42 2.6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 4 5 2 13 0.8

0 0 0 0 0 0 2 2 12 16 27 32 41 33 42 207 13.1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4 2 4 5 17 1.1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

0 0 0 0 0 1 3 1 0 5 0 0 2 0 0 12 0.8

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

0 0 0 0 0 0 2 7 16 11 16 15 10 10 15 102 6.4

5 3 9 11 17 21 24 37 58 100 119 171 182 168 224 1149 72.4

1 2 5 3 4 8 6 2 0 1 1 2 0 0 4 39 2.5

6 5 14 14 21 31 38 51 86 136 169 234 250 231 300 1586 100.0

不明

合計

国籍区分

西ヨーロッパ

北ｱﾌﾘｶ･中近東

ｻﾊﾗ以南ｱﾌﾘｶ

東南ｱｼﾞｱ

東ﾖｰﾛｯﾊﾟ･中央ｱｼﾞｱ

東ｱｼﾞｱ･太平洋地域（除く日本）

北ｱﾒﾘｶ

ｶﾘﾌﾞ海地域

ﾗﾃﾝｱﾒﾘｶ

日本

東ﾖｰﾛｯﾊﾟ･中央ｱｼﾞｱ

東ｱｼﾞｱ･太平洋地域（除く日本）

南ｱｼﾞｱ

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ･ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ

西ヨーロッパ

北ｱﾌﾘｶ･中近東

ｻﾊﾗ以南ｱﾌﾘｶ

東南ｱｼﾞｱ

ﾗﾃﾝｱﾒﾘｶ

日本

不明

合計

南ｱｼﾞｱ

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ･ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ

北ｱﾒﾘｶ

ｶﾘﾌﾞ海地域
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表4　HIV感染者及びAIDS患者の国籍別、感染経路別年次推移

診断区分 国籍 　感染経路 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％
HIV 日本 異性間の性的接触 0 0 17 6 25 11 43 70 57 82 90 102 122 125 160 910 45.0

同性間の性的接触（男）*1 0 0 20 8 22 16 21 36 41 71 60 90 111 122 195 813 40.2
静注薬物濫用 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 2 1 7 0.3
母子感染 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 1 6 2 0 2 14 0.7
その他*2 0 0 6 5 5 3 1 5 4 0 0 2 3 1 10 45 2.2
不明 0 0 2 0 1 4 3 12 22 13 14 29 30 47 56 233 11.5
合計 0 0 45 19 53 37 69 124 124 166 166 230 268 297 424 2022 100

外国 異性間の性的接触 0 0 4 0 11 15 71 162 79 66 57 67 64 54 47 697 49.0
同性間の性的接触（男）*1 0 0 5 4 13 4 4 8 4 6 8 12 10 12 6 96 6.8
静注薬物濫用 0 0 0 0 1 0 2 3 1 1 0 0 2 3 2 15 1.1
母子感染 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 2 2 0 1 0 8 0.6
その他*2 0 0 1 0 0 1 0 1 0 2 3 2 5 1 3 19 1.3
不明 0 0 0 0 2 9 54 144 68 55 41 63 48 54 48 586 41.2
合計 0 0 10 4 27 29 131 318 153 132 111 146 129 125 106 1421 100

合計 異性間の性的接触 0 0 21 6 36 26 114 232 136 148 147 169 186 179 207 1607 46.7
同性間の性的接触（男）*1 0 0 25 12 35 20 25 44 45 77 68 102 121 134 201 909 26.4
静注薬物濫用 0 0 0 0 1 1 3 3 1 1 1 1 2 5 3 22 0.6
母子感染 0 0 0 0 0 2 0 1 1 2 3 8 2 1 2 22 0.6
その他*2 0 0 7 5 5 4 1 6 4 2 3 4 8 2 13 64 1.9
不明 0 0 2 0 3 13 57 156 90 68 55 92 78 101 104 819 23.8
合計 0 0 55 23 80 66 200 442 277 298 277 376 397 422 530 3443 100

AIDS 日本 異性間の性的接触 0 0 3 4 4 6 8 18 22 34 59 85 97 85 121 546 47.5
同性間の性的接触（男）*1 5 2 5 5 9 6 12 12 14 40 38 45 33 44 53 323 28.1
静注薬物濫用 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 0 0 0 4 0.3
母子感染 0 0 0 0 0 1 0 0 3 1 0 1 2 1 1 10 0.9
その他*2 0 1 1 1 2 2 0 0 2 3 0 3 2 2 3 22 1.9
不明 0 0 0 1 2 5 4 7 17 22 21 35 48 36 46 244 21.2
合計 5 3 9 11 17 21 24 37 58 100 119 171 182 168 224 1149 100

外国 異性間の性的接触 0 0 2 2 0 2 1 3 12 12 21 33 29 19 43 179 41.0
同性間の性的接触（男）*1 1 2 3 1 3 4 6 2 2 5 2 4 2 2 2 41 9.4
静注薬物濫用 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 2 2 2 1 10 2.3
母子感染 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0.5
その他*2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 2 1 0 3 10 2.3
不明 0 0 0 0 1 4 6 8 13 15 25 22 34 40 27 195 44.6
合計 1 2 5 3 4 10 14 14 28 36 50 63 68 63 76 437 100

合計 異性間の性的接触 0 0 5 6 4 8 9 21 34 46 80 118 126 104 164 725 45.7
同性間の性的接触（男）*1 6 4 8 6 12 10 18 14 16 45 40 49 35 46 55 364 23.0
静注薬物濫用 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2 1 4 2 2 1 14 0.9
母子感染 0 0 0 0 0 1 1 0 3 2 0 1 2 1 1 12 0.8
その他*2 0 1 1 1 2 2 0 1 2 4 2 5 3 2 6 32 2.0
不明 0 0 0 1 3 9 10 15 30 37 46 57 82 76 73 439 27.7
合計 6 5 14 14 21 31 38 51 86 136 169 234 250 231 300 1586 100

*1 両性間性的接触を含む。
*2 輸血などに伴う感染例や推定される感染経路が複数ある例を含む 。
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表5　HIV感染者及びAIDS患者の国籍別、性別、感染経路別年次推移

診断区分 国籍 性別 　感染経路 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％

HIV 日本 男 異性間の性的接触 0 0 11 5 11 6 27 56 42 51 74 67 93 91 122 656 38.2

同性間の性的接触（男）*1 0 0 20 8 22 16 21 36 41 71 60 90 111 122 195 813 47.4

静注薬物濫用 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 2 1 7 0.4

母子感染 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4 2 0 1 8 0.5

その他*2 0 0 3 2 2 0 1 3 1 0 0 2 2 1 7 24 1.4

不明 0 0 0 0 0 4 2 12 18 12 12 25 26 45 53 209 12.2

合計 0 0 34 15 35 27 52 108 102 134 147 189 234 261 379 1717 100

女 異性間の性的接触 0 0 6 1 14 5 16 14 15 31 16 35 29 34 38 254 83.3

静注薬物濫用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

母子感染 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 2 0 0 1 6 2.0

その他*2 0 0 3 3 3 3 0 2 3 0 0 0 1 0 3 21 6.9

不明 0 0 2 0 1 0 1 0 4 1 2 4 4 2 3 24 7.9

合計 0 0 11 4 18 10 17 16 22 32 19 41 34 36 45 305 100

外国 男 異性間の性的接触 0 0 4 0 6 3 10 13 15 15 18 25 15 18 12 154 34.6

同性間の性的接触（男）*1 0 0 5 4 13 4 4 8 4 6 8 12 10 12 6 96 21.6

静注薬物濫用 0 0 0 0 1 0 2 3 1 1 0 0 2 3 1 14 3.1

母子感染 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 2 0.4

その他*2 0 0 1 0 0 0 0 1 0 2 3 1 2 0 2 12 2.7

不明 0 0 0 0 1 4 10 20 13 12 18 27 20 24 18 167 37.5

合計 0 0 10 4 21 11 26 45 33 37 47 65 49 58 39 445 100

女 異性間の性的接触 0 0 0 0 5 12 61 149 64 51 39 42 49 36 35 543 55.6

静注薬物濫用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0.1

母子感染 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 2 0 0 0 6 0.6

その他*2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 3 1 1 7 0.7

不明 0 0 0 0 1 5 44 124 55 43 23 36 28 30 30 419 42.9

合計 0 0 0 0 6 18 105 273 120 95 64 81 80 67 67 976 100

AIDS 日本 男 異性間の性的接触 0 0 1 2 3 5 8 17 19 31 49 77 88 79 114 493 46.3

同性間の性的接触（男）*1 5 2 5 5 9 6 12 12 14 40 38 45 33 44 53 323 30.4

静注薬物濫用 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 0 0 0 4 0.4

母子感染 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 1 2 1 0 7 0.7

その他*2 0 1 0 1 1 1 0 0 1 1 0 3 2 2 3 16 1.5

不明 0 0 0 1 2 5 4 7 16 19 20 28 45 32 42 221 20.8

合計 5 3 6 9 15 18 24 36 53 91 108 156 170 158 212 1064 100

女 異性間の性的接触 0 0 2 2 1 1 0 1 3 3 10 8 9 6 7 53 62.4

静注薬物濫用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

母子感染 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 3 3.5

その他*2 0 0 1 0 1 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0 6 7.1

不明 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 1 7 3 4 4 23 27.1

合計 0 0 3 2 2 3 0 1 5 9 11 15 12 10 12 85 100

外国 男 異性間の性的接触 0 0 0 2 0 2 1 3 7 8 12 25 15 13 22 110 36.5

同性間の性的接触（男）*1 1 2 3 1 3 4 6 2 2 5 2 4 2 2 2 41 13.6

静注薬物濫用 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 2 2 2 1 10 3.3

母子感染 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.3

その他*2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 1 0 0 1 6 2.0

不明 0 0 0 0 1 4 6 7 9 12 17 13 20 25 19 133 44.2

合計 1 2 3 3 4 10 14 13 19 28 33 45 39 42 45 301 100

女 異性間の性的接触 0 0 2 0 0 0 0 0 5 4 9 8 14 6 21 69 50.7

静注薬物濫用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

母子感染 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0.7

その他*2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2 4 2.9

不明 0 0 0 0 0 0 0 1 4 3 8 9 14 15 8 62 45.6

合計 0 0 2 0 0 0 0 1 9 8 17 18 29 21 31 136 100

*1 両性間性的接触を含む。
*2 輸血などに伴う感染例や推定される感染経路が複数ある例を含む 。
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表6-1　HIV感染者の国籍別、性別、年齢階級別年次推移

国籍 性別 年齢階級 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％

日本 男 10歳未満 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 4 2 0 1 9 0.5

　10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 0 0 1 2 0 1 1 2 1 1 3 12 0.7

　20-24 0 0 2 4 0 2 4 12 20 13 11 22 19 20 37 166 9.7

　25-29 0 0 9 3 8 4 8 18 15 19 35 31 55 58 79 342 19.9

　30-34 0 0 7 4 8 4 10 14 15 20 25 38 33 55 65 298 17.4

　35-39 0 0 10 0 7 4 5 20 10 20 13 25 25 28 45 212 12.3

　40-44 0 0 2 2 5 6 9 16 17 23 18 23 27 16 43 207 12.1

　45-49 0 0 2 1 1 5 6 7 11 17 18 16 32 23 47 186 10.8

　50-54 0 0 1 0 1 0 4 9 6 6 14 11 13 19 26 110 6.4

　55-59 0 0 1 1 1 1 2 4 4 7 6 8 15 17 16 83 4.8

　60歳以上 0 0 0 0 3 1 3 5 4 7 5 9 12 23 17 89 5.2

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 3 0.2

合計 0 0 34 15 35 27 52 108 102 134 147 189 234 261 379 1717 100

女 10歳未満 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 2 0 0 1 6 2.0

　10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 1 0 0 1 3 1 3 2 0 2 3 2 18 5.9

　20-24 0 0 4 1 5 3 4 4 2 7 3 7 8 5 6 59 19.3

　25-29 0 0 3 0 6 2 7 3 8 11 3 15 6 11 10 85 27.9

　30-34 0 0 2 0 2 0 3 2 5 3 3 6 6 2 9 43 14.1

　35-39 0 0 1 0 1 1 0 1 3 3 3 2 2 4 2 23 7.5

　40-44 0 0 0 0 0 2 1 2 1 2 0 1 2 1 1 13 4.3

　45-49 0 0 1 0 2 0 0 1 1 0 1 2 0 4 3 15 4.9

　50-54 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 2 3 3 2 3 16 5.2

　55-59 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 2 1 2 5 13 4.3

　60歳以上 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 1 1 4 2 3 14 4.6

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

合計 0 0 11 4 18 10 17 16 22 32 19 41 34 36 45 305 100

外国 男 10歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 2 0.4

　10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0.2

　20-24 0 0 0 0 1 0 4 10 2 6 4 3 2 1 4 37 8.3

　25-29 0 0 2 1 5 4 7 14 10 9 16 21 11 15 12 127 28.5

　30-34 0 0 2 1 3 3 4 10 13 10 16 23 17 24 9 135 30.3

　35-39 0 0 2 0 2 2 4 6 6 6 7 11 11 10 7 74 16.6

　40-44 0 0 3 2 6 0 4 4 2 5 1 4 6 4 3 44 9.9

　45-49 0 0 0 0 3 0 3 1 0 0 1 2 2 1 2 15 3.4

　50-54 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 4 0.9

　55-59 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 4 0.9

　60歳以上 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.2

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0.2

合計 0 0 10 4 21 11 26 45 33 37 47 65 49 58 39 445 100

女 10歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 2 0 0 0 6 0.6

　10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 1 3 21 33 9 4 3 4 0 1 0 79 8.1

　20-24 0 0 0 0 3 5 64 150 65 39 26 20 21 14 9 416 42.6

　25-29 0 0 0 0 1 7 11 76 32 37 21 23 30 23 28 289 29.6

　30-34 0 0 0 0 0 2 7 7 10 8 9 22 19 20 15 119 12.2

　35-39 0 0 0 0 0 0 1 3 2 4 2 8 7 6 10 43 4.4

　40-44 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 1 2 3 1 4 14 1.4

　45-49 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2 0.2

　50-54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　55-59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0.1

　60歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　不明 0 0 0 0 1 1 1 3 0 0 0 0 0 1 0 7 0.7

合計 0 0 0 0 6 18 105 273 120 95 64 81 80 67 67 976 100
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表6-2　AIDS患者の国籍別、性別、年齢階級別年次推移

国籍 性別 年齢階級 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％

日本 男 10歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 1 2 1 0 7 0.7

　10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　20-24 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 2 2 4 1 3 16 1.5

　25-29 0 0 0 0 5 2 1 4 4 10 7 13 10 8 11 75 7.0

　30-34 1 1 2 1 2 7 1 5 2 13 10 20 20 15 23 123 11.6

　35-39 2 2 0 1 2 2 8 5 7 16 12 17 24 14 19 131 12.3

　40-44 1 0 3 2 4 4 4 9 9 18 20 26 20 24 36 180 16.9

　45-49 0 0 1 3 0 1 6 3 8 12 30 23 28 38 33 186 17.5

　50-54 1 0 0 1 0 0 1 6 10 9 16 22 31 18 33 148 13.9

　55-59 0 0 0 0 1 2 2 3 6 3 6 17 17 21 23 101 9.5

　60歳以上 0 0 0 0 0 0 0 1 3 10 5 15 14 18 31 97 9.1

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

合計 5 3 6 9 15 18 24 36 53 91 108 156 170 158 212 1064 100

女 10歳未満 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 3 3.5

　10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1.2

　20-24 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 1 0 0 5 5.9

　25-29 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 1 2 1 2 5 16 18.8

　30-34 0 0 0 1 0 0 0 0 2 2 1 2 4 1 1 14 16.5

　35-39 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 4 0 10 11.8

　40-44 0 0 1 0 1 0 0 0 1 2 1 1 1 0 2 10 11.8

　45-49 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 3 3.5

　50-54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 2 2 1 9 10.6

　55-59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1 0 4 4.7

　60歳以上 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 3 3 1 0 1 10 11.8

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

合計 0 0 3 2 2 3 0 1 5 9 11 15 12 10 12 85 100

外国 男 10歳未満 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.3

　10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　20-24 0 0 0 3 0 0 1 1 2 3 2 3 2 1 0 18 6.0

　25-29 0 0 1 0 0 2 1 6 3 9 10 18 5 8 7 70 23.3

　30-34 1 1 2 0 2 5 6 5 8 7 6 13 22 16 16 110 36.5

　35-39 0 0 0 0 1 0 3 1 1 3 10 8 4 8 13 52 17.3

　40-44 0 0 0 0 0 1 1 0 1 3 1 1 4 5 4 21 7.0

　45-49 0 0 0 0 1 2 1 0 2 3 2 2 2 2 1 18 6.0

　50-54 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2 1 6 2.0

　55-59 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 3 5 1.7

　60歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

合計 1 2 3 3 4 10 14 13 19 28 33 45 39 42 45 301 100

女 10歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0.7

　10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2 1.5

　20-24 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2 2 3 8 3 7 28 20.6

　25-29 0 0 1 0 0 0 0 0 2 3 10 5 6 4 9 40 29.4

　30-34 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 2 3 9 9 9 35 25.7

　35-39 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 3 5 3 3 18 13.2

　40-44 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 1 1 6 4.4

　45-49 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 4 2.9

　50-54 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0.7

　55-59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0.7

　60歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

合計 0 0 2 0 0 0 0 1 9 8 17 18 29 21 31 136 100
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表7　HIV感染者及びAIDS患者の国籍別、性別、感染地別年次推移

診断区分 国籍 性 感染地 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％

HIV 日本 男 国内 0 0 0 0 12 18 28 64 70 93 109 141 175 197 297 1204 70.1

海外 0 0 0 0 21 5 20 30 18 21 18 19 32 22 26 232 13.5

不明 0 0 34 15 2 4 4 14 14 20 20 29 27 42 56 281 16.4

合計 0 0 34 15 35 27 52 108 102 134 147 189 234 261 379 1717 100

女 国内 0 0 0 0 10 5 16 12 13 24 13 30 27 26 38 214 70.2

海外 0 0 0 0 3 5 1 3 7 4 3 9 2 5 3 45 14.8

不明 0 0 11 4 5 0 0 1 2 4 3 2 5 5 4 46 15.1

合計 0 0 11 4 18 10 17 16 22 32 19 41 34 36 45 305 100

外国 男 国内 0 0 0 0 0 0 2 1 2 4 4 10 8 14 9 54 12.1

海外 0 0 0 0 12 10 20 29 23 20 21 31 23 19 13 221 49.7

不明 0 0 10 4 9 1 4 15 8 13 22 24 18 25 17 170 38.2

合計 0 0 10 4 21 11 26 45 33 37 47 65 49 58 39 445 100

女 国内 0 0 0 0 0 0 2 5 12 16 14 16 15 16 12 108 11.1

海外 0 0 0 0 2 10 75 126 31 20 13 19 19 15 21 351 36.0

不明 0 0 0 0 4 8 28 142 77 59 37 46 46 36 34 517 53.0

合計 0 0 0 0 6 18 105 273 120 95 64 81 80 67 67 976 100

AIDS 日本 男 国内 0 0 0 0 2 6 14 17 23 44 51 89 105 105 147 603 56.7

海外 0 0 0 0 7 9 7 13 14 23 28 30 31 26 34 222 20.9

不明 5 3 6 9 6 3 3 6 16 24 29 37 34 27 31 239 22.5

合計 5 3 6 9 15 18 24 36 53 91 108 156 170 158 212 1064 100

女 国内 0 0 0 0 1 2 0 1 2 7 8 8 6 5 7 47 55.3

海外 0 0 0 0 0 1 0 0 2 2 3 2 3 4 3 20 23.5

不明 0 0 3 2 1 0 0 0 1 0 0 5 3 1 2 18 21.2

合計 0 0 3 2 2 3 0 1 5 9 11 15 12 10 12 85 100

外国 男 国内 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 2 2 1 8 16 5.3

海外 0 0 0 0 1 5 11 6 16 14 16 32 18 19 24 162 53.8

不明 1 2 3 3 3 4 2 7 3 13 17 11 19 22 13 123 40.9

合計 1 2 3 3 4 10 14 13 19 28 33 45 39 42 45 301 100

女 国内 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 4 1 3 11 8.1

海外 0 0 0 0 0 0 0 0 4 2 8 6 10 8 20 58 42.6

不明 0 0 2 0 0 0 0 1 4 6 8 11 15 12 8 67 49.3

合計 0 0 2 0 0 0 0 1 9 8 17 18 29 21 31 136 100
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表8　HIV感染者及びAIDS患者の国籍別、性別、報告地別の年次推移

報告地 HIV AIDS

国籍 性 (ブロック*1） 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計％ 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計％

日本 男 北海道・東北 0 0 1 1 2 0 3 2 2 3 4 3 3 13 11 48 2.8 0 0 0 2 2 2 0 2 0 6 5 7 10 11 9 56 5.3

関東・甲信越*2 0 0 8 3 6 3 11 40 32 56 56 70 77 91 97 550 32.0 0 0 1 3 2 4 5 10 19 23 44 74 70 70 87 412 38.7

東京 0 0 17 8 21 16 22 39 45 40 60 89 106 106 186 755 44.0 5 1 4 2 7 8 12 15 14 46 37 49 57 49 62 368 34.6

北海道・東北 0 0 0 1 3 1 3 8 6 5 10 11 16 12 15 91 5.3 0 0 0 1 1 1 0 0 5 5 9 8 5 7 15 57 5.4

北陸 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 1 2 1 0 2 9 0.5 0 0 0 0 0 0 0 2 1 2 1 2 0 1 0 9 0.8

近畿 0 0 5 1 1 6 7 10 9 18 9 12 24 30 48 180 10.5 0 1 0 1 1 3 3 3 6 4 9 11 18 13 26 99 9.3

中国・四国 0 0 1 1 1 1 1 3 4 2 3 1 3 3 5 29 1.7 0 0 0 0 2 0 0 2 4 0 1 0 1 2 5 17 1.6

九州 0 0 1 0 1 0 3 6 4 10 4 1 4 6 15 55 3.2 0 1 1 0 0 0 4 2 4 5 2 5 9 5 8 46 4.3

合計 0 0 34 15 35 27 52 108 102 134 147 189 234 261 379 1717 100 5 3 6 9 15 18 24 36 53 91 108 156 170 158 212 1064 100

女 北海道・東北 0 0 0 0 1 0 1 1 3 0 0 3 1 2 1 13 4.3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 1 1 0 7 8.2

関東・甲信越*2 0 0 4 1 6 2 5 3 6 13 9 18 18 16 26 127 41.6 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 4 3 6 5 4 26 30.6

東京 0 0 6 3 7 6 3 3 5 4 5 14 8 9 9 82 26.9 0 0 2 0 1 3 0 0 2 1 1 3 3 2 5 23 27.1

東海 0 0 0 0 0 0 2 1 1 5 2 1 4 1 1 18 5.9 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 1 1 1 1 7 8.2

北陸 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 4 1.3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 2.4

近畿 0 0 0 0 1 0 2 2 5 7 1 5 1 5 3 32 10.5 0 0 1 0 1 0 0 1 0 3 1 4 0 1 1 13 15.3

中国・四国 0 0 1 0 2 1 2 2 0 1 1 0 1 1 1 13 4.3 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 4 4.7

九州 0 0 0 0 0 1 1 4 2 1 0 0 1 2 4 16 5.2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 3 3.5

合計 0 0 11 4 18 10 17 16 22 32 19 41 34 36 45 305 100 0 0 3 2 2 3 0 1 5 9 11 15 12 10 12 85 100

外国 男 北海道・東北 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 1 1 1 0 0 7 1.6 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 4 0 1 7 2.3

関東・甲信越*2 0 0 2 0 0 2 6 19 6 13 19 23 22 17 14 143 32.1 0 0 1 1 0 1 4 1 6 12 12 18 16 23 20 115 38.2

東京 0 0 7 3 18 6 9 16 18 12 15 23 14 25 15 181 40.7 1 2 2 1 2 6 4 4 7 6 7 16 9 8 14 89 29.6

東海 0 0 0 0 2 0 3 3 2 3 6 13 5 8 4 49 11.0 0 0 0 0 0 1 4 3 5 7 13 10 8 5 6 62 20.6

北陸 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0.2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 3 1.0

近畿 0 0 1 1 1 2 6 4 4 5 2 3 4 8 4 45 10.1 0 0 0 0 1 1 0 3 1 1 1 1 2 3 3 17 5.6

中国・四国 0 0 0 0 0 0 2 2 0 1 0 1 2 0 1 9 2.0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 4 1.3

九州 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2 3 1 1 0 1 10 2.2 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 4 1.3

合計 0 0 10 4 21 11 26 45 33 37 47 65 49 58 39 445 100 1 2 3 3 4 10 14 13 19 28 33 45 39 42 45 301 100

女 北海道・東北 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 1 0 1 5 0.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1.5

関東・甲信越*2 0 0 0 0 4 9 86 181 76 69 39 54 41 38 37 634 65.0 0 0 1 0 0 0 0 0 6 6 9 14 23 12 15 86 63.2

東京 0 0 0 0 2 6 7 50 27 14 15 13 15 13 17 179 18.3 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 3 2 3 3 7 22 16.2

東海 0 0 0 0 0 3 11 19 10 7 5 9 13 7 5 89 9.1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 3 2 2 2 5 16 11.8

北陸 0 0 0 0 0 0 0 3 2 1 0 0 0 0 2 8 0.8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0.7

近畿 0 0 0 0 0 0 1 18 5 3 3 2 8 8 3 51 5.2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 2 2 7 5.1

中国・四国 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 3 0.3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0.7

九州 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 1 2 7 0.7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0.7

合計 0 0 0 0 6 18 105 273 120 95 64 81 80 67 67 976 100 0 0 2 0 0 0 0 1 9 8 17 18 29 21 31 136 100

*1 ブロック区分については、表10-1を参照。

*2 東京都を除く。
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表9-1　異性間性的接触で感染した日本国籍男性HIV感染者及びAIDS患者の年齢階級別、感染地別、報告地別の年次推移

診断区分 項目 区分 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％

HIV 合計 0 0 11 5 11 6 27 56 42 51 74 67 93 91 122 656 100

年齢 10歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 1 1 1 7 1.1

　20-24 0 0 1 0 0 1 3 6 8 2 3 4 4 4 10 46 7.0

　25-29 0 0 6 2 2 0 5 6 5 4 16 9 14 17 21 107 16.3

　30-34 0 0 2 2 3 2 5 4 6 12 14 16 9 16 25 116 17.7

　35-39 0 0 1 0 2 2 4 11 3 8 7 9 10 10 12 79 12.0

　40-44 0 0 0 1 0 1 2 13 9 8 6 11 15 13 16 95 14.5

　45-49 0 0 1 0 1 0 5 5 6 10 12 6 18 10 15 89 13.6

　50-54 0 0 0 0 1 0 2 6 4 2 12 6 7 9 12 61 9.3

　55-59 0 0 0 0 0 0 0 2 1 2 2 2 8 5 5 27 4.1

　60歳以上 0 0 0 0 2 0 0 2 0 2 2 3 7 6 5 29 4.4

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

感染地 　国内 0 0 0 0 1 3 13 32 28 29 50 48 61 69 83 417 63.6

　海外 0 0 0 0 10 3 13 22 11 17 12 15 26 16 24 169 25.8

　不明 0 0 11 5 0 0 1 2 3 5 12 4 6 6 15 70 10.7

報告地 北海道・東北 0 0 0 1 1 0 2 1 2 2 4 3 1 3 3 23 3.5

（ブロック*1）関東・甲信越*2 0 0 5 1 4 1 8 26 18 28 32 34 45 36 48 286 43.6

東京 0 0 5 2 4 4 10 15 11 11 27 22 29 33 46 219 33.4

東海 0 0 0 0 1 0 0 4 2 2 2 4 9 3 5 32 4.9

北陸 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 1 0 0 2 6 0.9

近畿 0 0 0 0 0 1 3 6 6 6 6 2 4 10 12 56 8.5

中国・四国 0 0 0 1 1 0 1 2 2 1 1 1 2 2 3 17 2.6

九州 0 0 1 0 0 0 1 2 1 1 1 0 3 4 3 17 2.6

AIDS 合計 0 0 1 2 3 5 8 17 19 31 49 77 88 79 114 493 100

年齢 10歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　20-24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 0.4

　25-29 0 0 0 0 2 0 0 2 2 1 3 7 4 4 6 31 6.3

　30-34 0 0 1 1 0 3 0 2 2 5 4 7 8 7 8 48 9.7

　35-39 0 0 0 0 1 1 2 3 3 8 7 9 14 7 12 67 13.6

　40-44 0 0 0 0 0 0 2 3 3 5 12 9 9 10 17 70 14.2

　45-49 0 0 0 1 0 1 2 1 1 1 12 17 15 22 18 91 18.5

　50-54 0 0 0 0 0 0 1 4 4 5 6 13 15 10 21 79 16.0

　55-59 0 0 0 0 0 0 1 2 2 1 3 11 12 11 13 56 11.4

　60歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 2 5 2 4 10 8 18 49 9.9

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

感染地 　国内 0 0 0 0 0 3 4 7 7 11 21 49 49 50 79 280 56.8

　海外 0 0 0 0 3 2 4 9 9 18 20 18 27 23 29 162 32.9

　不明 0 0 1 2 0 0 0 1 3 2 8 10 12 6 6 51 10.3

報告地 北海道・東北 0 0 0 1 1 0 0 1 0 2 3 2 7 4 5 26 5.3

（ブロック*1）関東・甲信越*2 0 0 0 1 0 2 2 6 10 10 24 43 40 43 58 239 48.5

東京 0 0 0 0 0 3 3 4 5 9 11 19 25 19 29 127 25.8

東海 0 0 0 0 0 0 0 0 3 4 4 7 3 4 8 33 6.7

北陸 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 1 0 0 1 0 6 1.2

近畿 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 3 3 9 6 7 32 6.5

中国・四国 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 1 0 1 1 2 8 1.6

九州 0 0 1 0 0 0 3 1 1 2 2 3 3 1 5 22 4.5

*1 ブロック区分については、表10-1を参照。

*2 東京都を除く。
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表9-2　同性間性的接触で感染した日本国籍男性HIV感染者及びAIDS患者の年齢階級別、感染地別、報告地別の年次推移

診断区分 項目 区分 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％

HIV 合計 0 0 20 8 22 16 21 36 41 71 60 90 111 122 195 813 100

年齢 10歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 4 0.5

　20-24 0 0 1 4 0 1 1 6 10 9 7 16 15 15 23 108 13.3

　25-29 0 0 3 1 6 4 3 9 9 14 19 20 35 37 50 210 25.8

　30-34 0 0 5 1 4 0 3 6 6 8 10 18 19 31 36 147 18.1

　35-39 0 0 8 0 5 2 1 7 6 11 4 11 12 13 24 104 12.8

　40-44 0 0 2 1 5 5 7 3 3 15 8 10 6 2 21 88 10.8

　45-49 0 0 1 0 0 2 1 2 4 6 5 6 10 8 22 67 8.2

　50-54 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 2 5 4 6 22 2.7

　55-59 0 0 0 1 1 1 2 0 0 2 3 3 6 4 6 29 3.6

　60歳以上 0 0 0 0 1 1 3 1 2 4 2 3 3 8 6 34 4.2

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

感染地 　国内 0 0 0 0 11 14 14 26 35 59 53 82 101 110 183 688 84.6

　海外 0 0 0 0 9 1 6 4 3 3 6 2 5 3 1 43 5.3

　不明 0 0 20 8 2 1 1 6 3 9 1 6 5 9 11 82 10.1

報告地 北海道・東北 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 5 4 11 1.4

（ブロック*1）関東・甲信越*2 0 0 3 2 1 2 3 9 5 23 17 24 21 32 35 177 21.8

東京 0 0 12 5 17 10 11 20 29 27 29 58 66 58 112 454 55.8

東海 0 0 0 1 2 1 3 3 2 3 7 3 6 7 7 45 5.5

北陸 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 3 0.4

近畿 0 0 3 0 1 2 2 3 3 9 3 3 15 18 25 87 10.7

中国・四国 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 2 0 0 1 2 9 1.1

九州 0 0 0 0 0 0 2 1 1 8 2 1 1 1 10 27 3.3

AIDS 合計 5 2 5 5 9 6 12 12 14 40 38 45 33 44 53 323 100

年齢 10歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　20-24 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 2 2 2 1 2 12 3.7

　25-29 0 0 0 0 3 1 1 1 1 8 3 6 4 3 4 35 10.8

　30-34 1 1 1 0 2 1 1 3 0 7 6 7 4 6 12 52 16.1

　35-39 2 1 0 1 0 1 5 1 3 5 3 5 6 5 4 42 13.0

　40-44 1 0 3 1 3 3 1 4 4 10 5 10 5 6 10 66 20.4

　45-49 0 0 1 1 0 0 3 2 3 5 12 3 5 9 9 53 16.4

　50-54 1 0 0 1 0 0 0 0 1 2 6 5 6 5 8 35 10.8

　55-59 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 3 0 6 1 13 4.0

　60歳以上 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0 4 1 3 3 15 4.6

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

感染地 　国内 0 0 0 0 2 3 9 8 9 27 26 33 29 39 49 234 72.4

　海外 0 0 0 0 3 3 2 3 3 4 6 4 2 2 4 36 11.1

　不明 5 2 5 5 4 0 1 1 2 9 6 8 2 3 0 53 16.4

報告地 北海道・東北 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 2 1 8 2.5

（ブロック*1）関東・甲信越*2 0 0 1 1 2 0 1 1 5 5 9 17 11 13 13 79 24.5

東京 5 1 4 2 5 3 8 10 4 31 19 21 17 20 24 174 53.9

東海 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 5 1 0 3 3 15 4.6

北陸 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

近畿 0 1 0 0 1 2 2 1 2 1 4 4 4 6 10 38 11.8

中国・四国 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2 0.6

九州 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 2 0 0 2 7 2.2

*1 ブロック区分については、表10-1を参照。

*2 東京都を除く。
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表9-3　異性間性的接触で感染した日本国籍女性HIV感染者及びAIDS患者の年齢階級別、感染地別、報告地別の年次推移

診断区分 項目 区分 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％

HIV 合計 0 0 6 1 14 5 16 14 15 31 16 35 29 34 38 254 100

年齢 10歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 0 0 1 3 1 3 2 0 2 3 2 17 6.7

　20-24 0 0 3 1 4 2 3 4 1 6 3 7 7 5 6 52 20.5

　25-29 0 0 1 0 6 1 7 3 6 11 2 14 5 10 8 74 29.1

　30-34 0 0 2 0 2 0 3 2 4 3 2 4 4 2 8 36 14.2

　35-39 0 0 0 0 1 0 0 1 1 3 3 2 2 4 2 19 7.5

　40-44 0 0 0 0 0 2 1 1 0 2 0 1 2 1 1 11 4.3

　45-49 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 0 4 3 11 4.3

　50-54 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 2 3 3 2 3 16 6.3

　55-59 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 2 0 2 4 11 4.3

　60歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 4 1 1 7 2.8

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

感染地 　国内 0 0 0 0 7 2 15 11 11 24 11 26 25 25 33 190 74.8

　海外 0 0 0 0 3 3 1 2 4 4 3 7 2 5 3 37 14.6

　不明 0 0 6 1 4 0 0 1 0 3 2 2 2 4 2 27 10.6

報告地 北海道・東北 0 0 0 0 1 0 1 1 3 0 0 3 1 2 1 13 5.1

（ブロック*1）関東・甲信越*2 0 0 2 0 5 1 4 3 6 12 7 14 16 15 24 109 42.9

東京 0 0 3 1 7 3 3 2 3 4 5 14 7 9 6 67 26.4

東海 0 0 0 0 0 0 2 1 0 5 1 1 3 1 0 14 5.5

北陸 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 3 1.2

近畿 0 0 0 0 0 0 2 2 1 7 1 3 1 4 2 23 9.1

中国・四国 0 0 1 0 1 0 2 2 0 1 1 0 0 1 1 10 3.9

九州 0 0 0 0 0 1 1 3 2 1 0 0 1 2 4 15 5.9

AIDS 合計 0 0 2 2 1 1 0 1 3 3 10 8 9 6 7 53 100

年齢 10歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1.9

　20-24 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 4 7.5

　25-29 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 2 1 1 4 13 24.5

　30-34 0 0 0 1 0 0 0 0 2 1 1 1 3 0 0 9 17.0

　35-39 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 4 0 8 15.1

　40-44 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 5 9.4

　45-49 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2 3.8

　50-54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 2 0 1 6 11.3

　55-59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1.9

　60歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 4 7.5

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

感染地 　国内 0 0 0 0 0 1 0 1 1 3 7 6 5 3 5 32 60.4

　海外 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 3 2 3 3 2 15 28.3

　不明 0 0 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 6 11.3

報告地 北海道・東北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 4 7.5

（ブロック*1）関東・甲信越*2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3 1 5 4 3 19 35.8

東京 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 3 1 3 11 20.8

東海 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 1 1 5 9.4

北陸 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1.9

近畿 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 3 0 0 0 7 13.2

中国・四国 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 3 5.7

九州 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 3 5.7

*1 ブロック区分については、表10-1を参照。

*2 東京都を除く。
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表9-4　異性間性的接触で感染した外国国籍男性HIV感染者及びAIDS患者の年齢階級別、感染地別、報告地別の年次推移

診断区分 項目 区分 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％

HIV 合計 0 0 4 0 6 3 10 13 15 15 18 25 15 18 12 154 100

年齢 10歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　20-24 0 0 0 0 0 0 2 5 1 4 1 1 1 0 0 15 9.7

　25-29 0 0 0 0 2 1 2 2 6 4 5 5 4 5 6 42 27.3

　30-34 0 0 0 0 2 2 3 3 6 4 7 12 4 8 2 53 34.4

　35-39 0 0 2 0 0 0 2 2 0 1 3 6 3 3 1 23 14.9

　40-44 0 0 2 0 1 0 1 1 2 2 1 0 3 2 1 16 10.4

　45-49 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 4 2.6

　50-54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　55-59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　60歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0.6

感染地 　国内 0 0 0 0 0 0 1 1 2 3 2 7 3 5 5 29 18.8

　海外 0 0 0 0 5 3 9 9 11 9 14 14 9 7 3 93 60.4

　不明 0 0 4 0 1 0 0 3 2 3 2 4 3 6 4 32 20.8

報告地 北海道・東北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0.6

（ブロック*1）関東・甲信越*2 0 0 1 0 0 0 0 7 4 5 9 12 10 7 4 59 38.3

東京 0 0 3 0 4 3 4 4 10 5 5 6 2 5 6 57 37.0

東海 0 0 0 0 2 0 3 0 1 1 1 6 0 3 0 17 11.0

北陸 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0.6

近畿 0 0 0 0 0 0 2 2 0 2 2 1 2 3 2 16 10.4

中国・四国 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.6

九州 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2 1.3

AIDS 合計 0 0 0 2 0 2 1 3 7 8 12 25 15 13 22 110 100

年齢 10歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　20-24 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 5 4.5

　25-29 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 3 12 1 2 2 24 21.8

　30-34 0 0 0 0 0 0 0 2 4 3 3 7 10 4 8 41 37.3

　35-39 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 3 3 2 3 7 19 17.3

　40-44 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1 0 0 3 2 9 8.2

　45-49 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 2 1 0 0 7 6.4

　50-54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1.8

　55-59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 3 2.7

　60歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

感染地 　国内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 2 0 5 10 9.1

　海外 0 0 0 0 0 1 1 2 7 4 8 18 9 10 15 75 68.2

　不明 0 0 0 2 0 1 0 1 0 3 4 5 4 3 2 25 22.7

報告地 北海道・東北 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 1.8

（ブロック*1）関東・甲信越*2 0 0 0 0 0 0 0 1 3 3 5 9 10 7 9 47 42.7

東京 0 0 0 1 0 1 0 1 2 1 4 10 3 1 8 32 29.1

東海 0 0 0 0 0 0 1 1 2 4 3 6 2 1 1 21 19.1

北陸 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0.9

近畿 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 2 6 5.5

中国・四国 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

九州 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0.9

*1 ブロック区分については、表10-1を参照。

*2 東京都を除く。
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表9-5　同性間性的接触で感染した外国国籍男性HIV感染者及びAIDS患者の年齢階級別、感染地別、報告地別の年次推移

診断区分 項目 区分 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％

HIV 合計 0 0 5 4 13 4 4 8 4 6 8 12 10 12 6 96 100

年齢 10歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　20-24 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 2 1 1 1 1 8 8.3

　25-29 0 0 1 1 2 2 1 1 0 2 3 4 3 5 3 28 29.2

　30-34 0 0 2 1 1 0 0 1 1 1 2 3 5 5 0 22 22.9

　35-39 0 0 0 0 2 0 0 3 3 1 1 2 0 1 1 14 14.6

　40-44 0 0 1 2 4 0 1 1 0 2 0 1 0 0 1 13 13.5

　45-49 0 0 0 0 2 0 2 1 0 0 0 0 1 0 0 6 6.3

　50-54 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2.1

　55-59 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 2.1

　60歳以上 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1.0

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

感染地 　国内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 5 8 2 19 19.8

　海外 0 0 0 0 6 4 4 8 3 5 1 2 4 2 2 41 42.7

　不明 0 0 5 4 7 0 0 0 1 1 5 8 1 2 2 36 37.5

報告地 北海道・東北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1.0

（ブロック*1）関東・甲信越*2 0 0 0 0 0 1 0 3 0 1 1 4 2 0 2 14 14.6

東京 0 0 4 3 12 2 3 3 4 3 5 7 6 8 3 63 65.6

東海 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 1 0 5 5.2

北陸 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

近畿 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 3 1 10 10.4

中国・四国 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 3 3.1

九州 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

AIDS 合計 1 2 3 1 3 4 6 2 2 5 2 4 2 2 2 41 100

年齢 10歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　20-24 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 3 7.3

　25-29 0 0 1 0 0 0 0 1 0 2 0 1 1 0 1 7 17.1

　30-34 1 1 2 0 1 2 3 1 1 2 1 1 1 1 0 18 43.9

　35-39 0 0 0 0 1 0 2 0 1 0 0 0 0 0 1 5 12.2

　40-44 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 3 7.3

　45-49 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 4 9.8

　50-54 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2.4

　55-59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　60歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

感染地 　国内 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 3 7.3

　海外 0 0 0 0 0 1 6 2 2 3 0 4 2 1 1 22 53.7

　不明 1 2 3 1 3 2 0 0 0 2 2 0 0 0 0 16 39.0

報告地 北海道・東北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

（ブロック*1）関東・甲信越*2 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 5 12.2

東京 1 2 2 0 2 4 4 0 2 3 1 1 1 2 2 27 65.9

東海 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 1 0 0 4 9.8

北陸 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2.4

近畿 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2.4

中国・四国 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2.4

九州 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 2 4.9

*1 ブロック区分については、表10-1を参照。

*2 東京都を除く。

31



表9-6　異性間性的接触で感染した外国国籍女性HIV感染者及びAIDS患者の年齢階級別、感染地別、報告地別の年次推移

診断区分 項目 区分 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％

HIV 合計 0 0 0 0 5 12 61 149 64 51 39 42 49 36 35 543 100

年齢 10歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 1 2 13 20 6 3 3 3 0 1 0 52 9.6

　20-24 0 0 0 0 2 4 39 81 35 15 16 11 10 8 5 226 41.6

　25-29 0 0 0 0 1 3 5 41 16 26 14 15 20 10 12 163 30.0

　30-34 0 0 0 0 0 2 2 4 6 5 5 10 13 11 9 67 12.3

　35-39 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 2 4 4 5 20 3.7

　40-44 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 0 3 7 1.3

　45-49 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0.2

　50-54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　55-59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0.2

　60歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　不明 0 0 0 0 1 1 1 2 0 0 0 0 0 1 0 6 1.1

感染地 　国内 0 0 0 0 0 0 2 4 10 14 12 14 15 15 12 98 18.0

　海外 0 0 0 0 2 7 50 96 26 11 10 11 13 10 11 247 45.5

　不明 0 0 0 0 3 5 9 49 28 26 17 17 21 11 12 198 36.5

報告地 北海道・東北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0.2

（ブロック*1）関東・甲信越*2 0 0 0 0 3 6 55 98 44 41 20 30 27 19 19 362 66.7

東京 0 0 0 0 2 5 3 37 14 7 13 6 12 8 11 118 21.7

東海 0 0 0 0 0 1 3 9 4 1 5 5 3 4 2 37 6.8

北陸 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 3 0.6

近畿 0 0 0 0 0 0 0 5 1 1 1 1 5 4 1 19 3.5

中国・四国 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0.2

九州 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 0.4

AIDS 合計 0 0 2 0 0 0 0 0 5 4 9 8 14 6 21 69 100

年齢 10歳未満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

10-14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　15-19 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 2 2.9

　20-24 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0 4 0 5 13 18.8

　25-29 0 0 1 0 0 0 0 0 2 2 5 3 4 2 5 24 34.8

　30-34 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2 4 2 7 17 24.6

　35-39 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 2 2 8 11.6

　40-44 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 1 4 5.8

　45-49 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1.4

　50-54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　55-59 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　60歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

　不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

感染地 　国内 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 3 1 3 10 14.5

　海外 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 4 4 6 4 14 34 49.3

　不明 0 0 2 0 0 0 0 0 3 3 4 3 5 1 4 25 36.2

報告地 北海道・東北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

（ブロック*1）関東・甲信越*2 0 0 1 0 0 0 0 0 4 3 4 5 11 3 12 43 62.3

東京 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 2 2 2 1 6 15 21.7

東海 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 0 0 3 7 10.1

北陸 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

近畿 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2 0 4 5.8

中国・四国 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

九州 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

*1 ブロック区分については、表10-1を参照。

*2 東京都を除く。
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表10-1　HIV感染者の報告地別年次推移及び人口10万対報告数

ブロック名 県名 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％人口１０万対*

北海道･ 北海道 0 0 1 1 1 0 2 2 2 2 0 0 2 6 5 24 0.7 0.421

東北ブロック 青森県 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 6 0.2 0.406

岩手県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 1 1 5 0.1 0.353

宮城県 0 0 0 0 0 0 1 2 2 1 1 0 2 3 2 14 0.4 0.594

秋田県 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 4 0.1 0.333

山形県 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 2 0 4 0.1 0.319

福島県 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 1 3 2 3 4 16 0.5 0.749

ブロック計 0 0 1 1 3 0 4 6 7 5 5 7 6 15 13 73 2.1 0.470

関東・ 茨城県 0 0 0 0 1 3 42 77 38 34 26 29 32 17 21 320 9.3 10.681

甲信越ブロック栃木県 0 0 1 0 2 0 4 11 5 10 5 14 9 10 9 80 2.3 3.984

群馬県 0 0 1 0 0 0 2 8 5 8 7 10 5 6 8 60 1.7 2.963

埼玉県 0 0 3 1 0 0 8 20 11 24 17 13 21 23 25 166 4.8 2.408

千葉県 0 0 5 1 1 1 8 47 28 21 25 42 30 34 35 278 8.1 4.722

東京都 0 0 30 14 48 34 41 108 95 70 95 139 143 153 227 1197 34.8 10.118

神奈川県 0 0 4 2 8 5 11 22 17 34 24 33 40 46 54 300 8.7 3.575

新潟県 0 0 0 0 0 1 2 8 3 4 3 2 6 4 6 39 1.1 1.564

山梨県 0 0 0 0 1 1 5 12 6 3 3 3 7 4 5 50 1.5 5.605

長野県 0 0 0 0 3 5 26 38 7 13 13 19 8 18 11 161 4.7 7.252

ブロック計 0 0 44 18 64 50 149 351 215 221 218 304 301 315 401 2651 77.0 5.809

東海ブロック 岐阜県 0 0 0 0 1 0 0 3 0 4 2 1 3 1 2 17 0.5 0.804

静岡県 0 0 0 0 1 0 6 10 5 5 7 14 11 11 10 80 2.3 2.122

三重県 0 0 0 0 1 0 2 11 5 2 4 10 9 1 2 47 1.4 2.526

愛知県 0 0 0 1 2 4 11 7 9 9 10 9 15 15 11 103 3.0 1.477

ブロック計 0 0 0 1 5 4 19 31 19 20 23 34 38 28 25 247 7.2 1.678

北陸ブロック 富山県 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 3 7 0.2 0.622

福井県 0 0 0 0 0 0 2 3 2 2 2 1 1 0 0 13 0.4 1.566

石川県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2 0.1 0.169

ブロック計 0 0 1 0 1 0 3 3 2 2 3 2 1 0 4 22 0.6 0.700

近畿ブロック 滋賀県 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 2 3 0 8 0.2 0.605

京都府 0 0 4 1 1 2 5 3 2 2 3 4 3 5 4 39 1.1 1.481

大阪府 0 0 0 1 1 5 8 21 13 20 9 10 27 39 44 198 5.8 2.249

兵庫県 0 0 1 0 0 0 3 4 5 5 0 4 4 1 6 33 1.0 0.604

奈良県 0 0 1 0 0 0 0 5 1 3 3 3 0 2 3 21 0.6 1.451

和歌山県 0 0 0 0 1 0 0 1 1 3 0 0 1 1 1 9 0.3 0.836

ブロック計 0 0 6 2 3 8 16 34 23 33 15 22 37 51 58 308 8.9 1.485

中国・ 鳥取県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2 0.1 0.325

四国ブロック 島根県 0 0 0 0 0 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 4 0.1 0.522

岡山県 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 2 0 0 5 0.1 0.255

広島県 0 0 0 0 1 0 0 4 3 1 1 1 1 3 2 17 0.5 0.589

山口県 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 6 0.2 0.389

徳島県 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0.1 0.241

香川県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2 0 2 5 0.1 0.486

愛媛県 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 2 5 0.1 0.333

高知県 0 0 2 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 8 0.2 0.985

ブロック計 0 0 2 1 3 2 5 7 4 4 4 3 8 4 7 54 1.6 0.452

九州ブロック 福岡県 0 0 1 0 1 1 1 4 6 6 4 4 4 3 10 45 1.3 0.902

佐賀県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

長崎県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 2 0 0 2 2 10 0.3 0.654

熊本県 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 2 3 7 0.2 0.375

大分県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2 0.1 0.163

宮崎県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0.1 0.170

鹿児島県 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 2 0 1 2 1 9 0.3 0.503

沖縄県 0 0 0 0 0 0 2 5 0 1 0 0 1 0 4 13 0.4 0.999
ブロック計 0 0 1 0 1 2 4 10 7 13 9 4 6 9 22 88 2.6 0.596

不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 0 0 55 23 80 66 200 442 277 298 277 376 397 422 530 3443 100 2.722

＊累計報告数の1998年10月１日現在（国民衛生の動向,1999年版）人口10万対の数値

33



表10-2　日本国籍HIV感染者の報告地別年次推移及び人口10万対報告数

ブロック名 県名 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％人口１０万対*

北海道･ 北海道 0 0 1 1 1 0 2 1 1 1 0 0 2 6 5 21 1.0 0.368

東北ブロック 青森県 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 6 0.3 0.406

岩手県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 1 1 5 0.2 0.353

宮城県 0 0 0 0 0 0 1 2 2 1 1 0 2 3 1 13 0.6 0.552

秋田県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2 0.1 0.167

山形県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 3 0.1 0.239

福島県 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 2 0 3 4 11 0.5 0.515

ブロック計 0 0 1 1 3 0 4 3 5 3 4 6 4 15 12 61 3.0 0.393

関東・ 茨城県 0 0 0 0 1 1 0 7 6 5 7 11 14 8 11 71 3.5 2.370

甲信越ブロック栃木県 0 0 1 0 2 0 1 0 1 2 2 9 5 4 6 33 1.6 1.643

群馬県 0 0 1 0 0 0 2 1 2 2 4 2 5 1 4 24 1.2 1.185

埼玉県 0 0 3 1 0 0 2 8 8 19 14 12 16 21 23 127 6.3 1.842

千葉県 0 0 5 1 0 1 3 11 12 14 12 26 20 25 23 153 7.6 2.599

東京都 0 0 23 11 28 22 25 42 50 44 65 103 114 115 195 837 41.4 7.075

神奈川県 0 0 2 2 8 3 5 12 7 21 18 17 27 37 43 202 10.0 2.407

新潟県 0 0 0 0 0 0 2 1 0 3 3 2 5 4 4 24 1.2 0.962

山梨県 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 2 1 0 3 9 0.4 1.009

長野県 0 0 0 0 0 0 0 3 2 3 4 7 2 7 6 34 1.7 1.532

ブロック計 0 0 35 15 40 27 41 85 88 113 130 191 209 222 318 1514 74.9 3.317

東海ブロック 岐阜県 0 0 0 0 1 0 0 2 0 1 0 0 2 0 0 6 0.3 0.284

静岡県 0 0 0 0 0 0 2 5 3 4 3 8 4 5 6 40 2.0 1.061

三重県 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 3 1 5 1 2 15 0.7 0.806

愛知県 0 0 0 1 1 1 3 1 4 4 6 3 9 7 8 48 2.4 0.688

ブロック計 0 0 0 1 3 1 5 9 7 10 12 12 20 13 16 109 5.4 0.740

北陸ブロック 富山県 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 5 0.2 0.444

福井県 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 2 1 1 0 0 7 0.3 0.843

石川県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0.0 0.084

ブロック計 0 0 1 0 1 0 3 0 0 1 2 2 1 0 2 13 0.6 0.414

近畿ブロック 滋賀県 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 4 0.2 0.302

京都府 0 0 3 0 0 2 2 1 2 2 3 4 2 5 4 30 1.5 1.139

大阪府 0 0 0 1 1 3 6 8 7 14 5 6 18 26 38 133 6.6 1.511

兵庫県 0 0 1 0 0 0 1 3 4 5 0 4 3 1 6 28 1.4 0.513

奈良県 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2 2 2 0 2 2 12 0.6 0.829

和歌山県 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 1 0 1 5 0.2 0.465

ブロック計 0 0 5 1 2 6 9 12 14 25 10 17 25 35 51 212 10.5 1.022

中国・ 鳥取県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2 0.1 0.325

四国ブロック 島根県 0 0 0 0 0 1 2 1 0 0 0 0 0 0 0 4 0.2 0.522

岡山県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0.0 0.051

広島県 0 0 0 0 1 0 0 2 3 0 1 0 1 3 2 13 0.6 0.451

山口県 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 5 0.2 0.324

徳島県 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0.1 0.241

香川県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 3 0.1 0.292

愛媛県 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 2 5 0.2 0.333

高知県 0 0 2 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 1 0 7 0.3 0.862

ブロック計 0 0 2 1 3 2 3 5 4 3 4 1 4 4 6 42 2.1 0.352

九州ブロック 福岡県 0 0 1 0 1 1 1 4 5 5 3 1 3 3 8 36 1.8 0.722

佐賀県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

長崎県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 2 2 8 0.4 0.523

熊本県 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 3 6 0.3 0.322

大分県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2 0.1 0.163

宮崎県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0.1 0.170

鹿児島県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 2 1 6 0.3 0.335

沖縄県 0 0 0 0 0 0 2 5 0 0 0 0 1 0 3 11 0.5 0.846

ブロック計 0 0 1 0 1 1 4 10 6 11 4 1 5 8 19 71 3.5 0.481

不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 0 0 45 19 53 37 69 124 124 166 166 230 268 297 424 2022 100 1.599

＊累計報告数の1998年10月１日現在（国民衛生の動向,1999年版）人口10万対の数値
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表10-3　外国国籍HIV感染者の報告地別年次推移及び人口10万対報告数

ブロック名 県名 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％人口１０万対*

北海道･ 北海道 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 3 0.2 0.053

東北ブロック 青森県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

岩手県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

宮城県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0.1 0.042

秋田県 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2 0.1 0.167

山形県 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0.1 0.080

福島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 2 0 0 5 0.4 0.234

ブロック計 0 0 0 0 0 0 0 3 2 2 1 1 2 0 1 12 0.8 0.077

関東・ 茨城県 0 0 0 0 0 2 42 70 32 29 19 18 18 9 10 249 17.5 8.311

甲信越ブロック栃木県 0 0 0 0 0 0 3 11 4 8 3 5 4 6 3 47 3.3 2.341

群馬県 0 0 0 0 0 0 0 7 3 6 3 8 0 5 4 36 2.5 1.778

埼玉県 0 0 0 0 0 0 6 12 3 5 3 1 5 2 2 39 2.7 0.566

千葉県 0 0 0 0 1 0 5 36 16 7 13 16 10 9 12 125 8.8 2.123

東京都 0 0 7 3 20 12 16 66 45 26 30 36 29 38 32 360 25.3 3.043

神奈川県 0 0 2 0 0 2 6 10 10 13 6 16 13 9 11 98 6.9 1.168

新潟県 0 0 0 0 0 1 0 7 3 1 0 0 1 0 2 15 1.1 0.601

山梨県 0 0 0 0 0 1 4 12 6 3 2 1 6 4 2 41 2.9 4.596

長野県 0 0 0 0 3 5 26 35 5 10 9 12 6 11 5 127 8.9 5.721

ブロック計 0 0 9 3 24 23 108 266 127 108 88 113 92 93 83 1137 80.0 2.491

東海ブロック 岐阜県 0 0 0 0 0 0 0 1 0 3 2 1 1 1 2 11 0.8 0.520

静岡県 0 0 0 0 1 0 4 5 2 1 4 6 7 6 4 40 2.8 1.061

三重県 0 0 0 0 0 0 2 10 5 1 1 9 4 0 0 32 2.3 1.720

愛知県 0 0 0 0 1 3 8 6 5 5 4 6 6 8 3 55 3.9 0.789

ブロック計 0 0 0 0 2 3 14 22 12 10 11 22 18 15 9 138 9.7 0.938

北陸ブロック 富山県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0.1 0.178

福井県 0 0 0 0 0 0 0 3 2 1 0 0 0 0 0 6 0.4 0.723

石川県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0.1 0.084

ブロック計 0 0 0 0 0 0 0 3 2 1 1 0 0 0 2 9 0.6 0.287

近畿ブロック 滋賀県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2 0 4 0.3 0.302

京都府 0 0 1 1 1 0 3 2 0 0 0 0 1 0 0 9 0.6 0.342

大阪府 0 0 0 0 0 2 2 13 6 6 4 4 9 13 6 65 4.6 0.738

兵庫県 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0 1 0 0 5 0.4 0.092

奈良県 0 0 0 0 0 0 0 5 0 1 1 1 0 0 1 9 0.6 0.622

和歌山県 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 4 0.3 0.372

ブロック計 0 0 1 1 1 2 7 22 9 8 5 5 12 16 7 96 6.8 0.463

中国・ 鳥取県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

四国ブロック 島根県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

岡山県 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 0 0 4 0.3 0.204

広島県 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 1 0 0 0 4 0.3 0.139

山口県 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.1 0.065

徳島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

香川県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2 0.1 0.194

愛媛県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

高知県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0.1 0.123

ブロック計 0 0 0 0 0 0 2 2 0 1 0 2 4 0 1 12 0.8 0.101

九州ブロック 福岡県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 3 1 0 2 9 0.6 0.180

佐賀県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

長崎県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2 0.1 0.131

熊本県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0.1 0.054

大分県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

宮崎県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

鹿児島県 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 3 0.2 0.168

沖縄県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 0.1 0.154

ブロック計 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2 5 3 1 1 3 17 1.2 0.115

不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 0 0 10 4 27 29 131 318 153 132 111 146 129 125 106 1421 100 1.123

＊累計報告数の1998年10月１日現在（国民衛生の動向,1999年版）人口10万対の数値
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表10-4　AIDS患者の報告地別年次推移及び人口10万対報告数

ブロック名 県名 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％人口１０万対*

北海道･ 北海道 0 0 0 1 1 1 0 1 0 5 1 6 5 5 2 28 1.8 0.491

東北ブロック 青森県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 4 7 0.4 0.474

岩手県 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 2 0 6 0.4 0.424

宮城県 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 2 2 2 5 2 14 0.9 0.594

秋田県 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 4 0.3 0.333

山形県 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 2 0 0 5 0.3 0.399

福島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 0 2 8 0.5 0.374

ブロック計 0 0 0 3 2 2 1 2 0 6 7 10 15 13 11 72 4.5 0.463

関東・ 茨城県 0 0 0 1 0 0 2 1 5 6 18 19 22 19 17 110 6.9 3.672

甲信越ブロック栃木県 0 0 0 0 0 1 0 1 3 2 4 6 14 7 11 49 3.1 2.440

群馬県 0 0 0 1 0 0 0 1 2 3 3 8 5 3 10 36 2.3 1.778

埼玉県 0 0 0 0 1 1 3 2 5 6 10 14 11 17 13 83 5.2 1.204

千葉県 0 0 3 0 0 1 3 1 6 8 9 33 20 22 28 134 8.4 2.276

東京都 6 3 9 3 10 17 16 20 24 54 48 70 72 62 88 502 31.7 4.243

神奈川県 0 0 0 2 1 2 1 5 9 11 17 22 28 24 25 147 9.3 1.752

新潟県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 3 3 8 17 1.1 0.682

山梨県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 1 1 3 2 2 14 0.9 1.570

長野県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 7 5 9 13 12 49 3.1 2.207

ブロック計 6 3 12 7 12 22 25 31 56 98 117 179 187 172 214 1141 71.9 2.500

東海ブロック 岐阜県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 5 3 1 2 3 18 1.1 0.851

静岡県 0 0 0 0 0 1 2 1 5 2 10 7 4 7 9 48 3.0 1.273

三重県 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 1 5 1 1 6 18 1.1 0.967

愛知県 0 0 0 1 1 1 2 1 5 6 11 6 10 5 9 58 3.7 0.832

ブロック計 0 0 0 1 1 2 4 3 12 13 27 21 16 15 27 142 9.0 0.965

北陸ブロック 富山県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 3 6 0.4 0.533

福井県 0 0 0 0 0 0 0 1 0 3 1 0 0 1 0 6 0.4 0.723

石川県 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 3 0.2 0.253

ブロック計 0 0 0 0 0 0 0 2 1 3 1 2 1 2 3 15 0.9 0.478

近畿ブロック 滋賀県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2 0 1 2 7 0.4 0.529

京都府 0 0 0 0 1 1 0 0 3 1 4 3 2 2 2 19 1.2 0.721

大阪府 0 0 0 1 1 2 3 6 4 5 6 4 11 12 19 74 4.7 0.841

兵庫県 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 2 4 5 4 6 25 1.6 0.458

奈良県 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 2 5 0.3 0.346

和歌山県 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 1 6 0.4 0.558

ブロック計 0 1 1 1 3 4 3 7 8 8 12 16 21 19 32 136 8.6 0.656

中国・ 鳥取県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0.1 0.163

四国ブロック 島根県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0.1 0.131

岡山県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0.1 0.051

広島県 0 0 0 0 1 1 1 2 0 0 0 0 0 1 1 7 0.4 0.243

山口県 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 4 0.3 0.259

徳島県 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0.1 0.241

香川県 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0.1 0.097

愛媛県 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1 0 1 1 0 6 0.4 0.399

高知県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 3 0.2 0.369

ブロック計 0 0 0 1 2 1 1 3 5 2 1 0 1 4 5 26 1.6 0.218

九州ブロック 福岡県 0 0 0 0 0 0 2 1 2 1 0 3 5 2 3 19 1.2 0.381

佐賀県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0.1 0.113

長崎県 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 1 0 1 1 0 6 0.4 0.392

熊本県 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 1 6 0.4 0.322

大分県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2 0.1 0.163

宮崎県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0.1 0.085

鹿児島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 2 1 1 7 0.4 0.391

沖縄県 0 0 1 1 1 0 1 1 0 2 1 1 0 0 3 12 0.8 0.922

ブロック計 0 1 1 1 1 0 4 3 4 6 4 6 9 6 8 54 3.4 0.366

不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 6 5 14 14 21 31 38 51 86 136 169 234 250 231 300 1586 100 1.254

＊累計報告数の1998年10月１日現在（国民衛生の動向,1999年版）人口10万対の数値
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表10-5　日本国籍AIDS患者の報告地別年次推移及び人口10万対報告数

ブロック名 県名 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％人口１０万対*

北海道･ 北海道 0 0 0 1 1 1 0 1 0 5 1 6 3 4 2 25 2.2 0.439

東北ブロック 青森県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 3 6 0.5 0.406

岩手県 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 2 0 6 0.5 0.424

宮城県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 2 5 2 13 1.1 0.552

秋田県 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 3 0.3 0.250

山形県 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 2 0 0 4 0.3 0.319

福島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 2 0 1 6 0.5 0.281

ブロック計 0 0 0 2 2 2 0 2 0 6 7 10 11 12 9 63 5.5 0.405

関東・ 茨城県 0 0 0 1 0 0 0 1 3 3 13 14 13 11 11 70 6.1 2.336

甲信越ブロック 栃木県 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 3 4 10 4 6 31 2.7 1.544

群馬県 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 5 3 1 6 19 1.7 0.938

埼玉県 0 0 0 0 1 1 2 2 3 5 7 11 7 14 11 64 5.6 0.928

千葉県 0 0 1 0 0 0 3 1 5 5 6 22 15 18 21 97 8.4 1.648

東京都 5 1 6 2 8 11 12 15 16 47 38 52 60 51 67 391 34.0 3.305

神奈川県 0 0 0 2 1 2 0 4 8 10 15 16 18 15 22 113 9.8 1.347

新潟県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 3 7 14 1.2 0.561

山梨県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 0 4 0.3 0.448

長野県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 4 7 7 7 26 2.3 1.171

ブロック計 5 1 7 5 10 15 17 25 36 73 86 129 136 126 158 829 72.1 1.816

東海ブロック 岐阜県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 2 1 0 1 2 9 0.8 0.426

静岡県 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 4 3 3 5 5 23 2.0 0.610

三重県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 3 6 0.5 0.322

愛知県 0 0 0 1 1 1 0 0 2 2 5 3 3 2 6 26 2.3 0.373

ブロック計 0 0 0 1 1 1 0 0 6 5 11 9 6 8 16 64 5.6 0.435

北陸ブロック 富山県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 1 4 0.3 0.355

福井県 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 1 0 0 0 0 4 0.3 0.482

石川県 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 3 0.3 0.253

ブロック計 0 0 0 0 0 0 0 2 1 2 1 2 1 1 1 11 1.0 0.350

近畿ブロック 滋賀県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2 0 1 1 5 0.4 0.378

京都府 0 0 0 0 0 1 0 0 2 1 4 2 2 2 2 16 1.4 0.607

大阪府 0 0 0 1 1 1 3 3 3 5 4 4 9 8 17 59 5.1 0.670

兵庫県 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 2 4 4 3 5 22 1.9 0.403

奈良県 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 4 0.3 0.276

和歌山県 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 1 6 0.5 0.558

ブロック計 0 1 1 1 2 3 3 4 6 7 10 15 18 14 27 112 9.7 0.540

中国・ 鳥取県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

四国ブロック 島根県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0.1 0.131

岡山県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0.1 0.051

広島県 0 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 1 1 5 0.4 0.173

山口県 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 3 0.3 0.194

徳島県 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0.2 0.241

香川県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

愛媛県 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1 0 1 1 0 6 0.5 0.399

高知県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 3 0.3 0.369

ブロック計 0 0 0 1 2 0 0 2 5 2 1 0 1 2 5 21 1.8 0.176

九州ブロック 福岡県 0 0 0 0 0 0 2 1 2 1 0 3 5 2 3 19 1.7 0.381

佐賀県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0.1 0.113

長崎県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 3 0.3 0.196

熊本県 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 1 6 0.5 0.322

大分県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 2 0.2 0.163

宮崎県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0.1 0.085

鹿児島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 2 0 1 6 0.5 0.335

沖縄県 0 0 1 1 0 0 1 1 0 2 1 1 0 0 3 11 1.0 0.846

ブロック計 0 1 1 1 0 0 4 2 4 5 3 6 9 5 8 49 4.3 0.332

不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 5 3 9 11 17 21 24 37 58 100 119 171 182 168 224 1149 100 0.908

＊累計報告数の1998年10月１日現在（国民衛生の動向,1999年版）人口10万対の数値
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表10-6　外国国籍AIDS患者の報告地別年次推移及び人口10万対報告数

ブロック名 県名 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％人口１０万対*

北海道･ 北海道 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 3 0.7 0.053

東北ブロック 青森県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0.2 0.068

岩手県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

宮城県 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.2 0.042

秋田県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0.2 0.083

山形県 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.2 0.080

福島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 0.5 0.094

ブロック計 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 4 1 2 9 2.1 0.058

関東・ 茨城県 0 0 0 0 0 0 2 0 2 3 5 5 9 8 6 40 9.2 1.335

甲信越ブロック栃木県 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 2 4 3 5 18 4.1 0.896

群馬県 0 0 0 1 0 0 0 0 2 2 1 3 2 2 4 17 3.9 0.840

埼玉県 0 0 0 0 0 0 1 0 2 1 3 3 4 3 2 19 4.3 0.276

千葉県 0 0 2 0 0 1 0 0 1 3 3 11 5 4 7 37 8.5 0.629

東京都 1 2 3 1 2 6 4 5 8 7 10 18 12 11 21 111 25.4 0.938

神奈川県 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 2 6 10 9 3 34 7.8 0.405

新潟県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 3 0.7 0.120

山梨県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 1 2 0 2 10 2.3 1.121

長野県 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 6 1 2 6 5 23 5.3 1.036

ブロック計 1 2 5 2 2 7 8 6 20 25 31 50 51 46 56 312 71.4 0.684

東海ブロック 岐阜県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 2 1 1 1 9 2.1 0.426

静岡県 0 0 0 0 0 1 2 1 2 2 6 4 1 2 4 25 5.7 0.663

三重県 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 3 1 1 3 12 2.7 0.645

愛知県 0 0 0 0 0 0 2 1 3 4 6 3 7 3 3 32 7.3 0.459

ブロック計 0 0 0 0 0 1 4 3 6 8 16 12 10 7 11 78 17.8 0.530

北陸ブロック 富山県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0.5 0.178

福井県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 2 0.5 0.241

石川県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

ブロック計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 2 4 0.9 0.127

近畿ブロック 滋賀県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 2 0.5 0.151

京都府 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 3 0.7 0.114

大阪府 0 0 0 0 0 1 0 3 1 0 2 0 2 4 2 15 3.4 0.170

兵庫県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 3 0.7 0.055

奈良県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0.2 0.069

和歌山県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

ブロック計 0 0 0 0 1 1 0 3 2 1 2 1 3 5 5 24 5.5 0.116

中国・ 鳥取県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0.2 0.163

四国ブロック 島根県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

岡山県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

広島県 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0.5 0.069

山口県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0.2 0.065

徳島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

香川県 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0.2 0.097

愛媛県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

高知県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

ブロック計 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 2 0 5 1.1 0.042

九州ブロック 福岡県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

佐賀県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

長崎県 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 3 0.7 0.196

熊本県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

大分県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

宮崎県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.000

鹿児島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0.2 0.056

沖縄県 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.2 0.077

ブロック計 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 5 1.1 0.034

不明 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 1 2 5 3 4 10 14 14 28 36 50 63 68 63 76 437 100 0.345

＊累計報告数の1998年10月１日現在（国民衛生の動向,1999年版）人口10万対の数値
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表11　AIDS報告症例における指標疾患の分布
国籍 指標疾患 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計 合計の％

日本国籍 カ ン ジ ダ 症 0 0 0 0 2 4 4 3 16 17 25 32 41 23 68 235 20.5
ク リ プ ト コ ッ ク ス 症 0 0 0 0 0 2 1 4 2 2 7 5 7 0 3 33 2.9
クリプトスポリジウム症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0.2

症 0 0 0 0 1 2 1 4 3 6 8 24 21 13 31 114 9.9
症 0 0 0 0 0 0 1 1 1 3 2 2 2 1 7 20 1.7

カ ポ ジ 肉 腫 0 0 0 0 1 2 3 2 4 8 4 3 10 7 11 55 4.8
原 発 性 脳 リ ン パ 腫 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 4 2 1 11 1.0
リ ン パ 性 間 質 性 肺 炎 0 0 0 0 1 0 2 1 0 0 1 0 0 0 0 5 0.4
非 定 型 抗 酸 菌 症 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 3 4 4 1 3 18 1.6
肺 炎 0 0 0 0 5 5 12 16 31 49 58 76 70 89 112 523 45.5
進 行 性 多発性白質脳症 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 3 2 8 0.7
ト キ ソ プ ラ ズ マ 脳 症 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 3 8 3 4 4 23 2.0
化 膿 性 細 菌 感 染 症 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 5 8 0.7
コ ク シ ジ オ イ デ ス 症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
HIV 脳 症 0 0 0 0 1 2 2 2 4 2 6 9 6 5 6 45 3.9
ヒ ス ト プ ラ ス マ 症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
イ ソ ス ポ ラ 症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
非 ホ ジ キ ン リ ン パ 腫 0 0 0 0 0 2 0 3 0 2 2 2 0 4 7 22 1.9
活 動 性 結 核 0 0 0 0 2 0 0 3 1 6 12 4 18 16 18 80 7.0
サ ル モ ネ ラ 菌 血 症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 2 5 0.4
HIV 消 耗 性 症 候 群 0 0 0 0 2 3 3 7 8 14 11 27 19 19 23 136 11.8
反 復 性 肺 炎 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 4 9 4 8 27 2.3
浸 潤 性 子 宮 頸 癌 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0.1
　合計（報告数） 5 3 9 11 17 21 24 37 58 100 119 171 182 168 224 1149 100.0

外国国籍 カ ン ジ ダ 症 0 0 0 0 0 1 1 2 5 4 8 9 7 6 17 60 13.7
ク リ プ ト コ ッ ク ス 症 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4 4 4 6 4 6 30 6.9
クリプトスポリジウム症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0.2

症 0 0 0 0 0 0 2 1 2 1 1 1 4 4 4 20 4.6
症 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 1 2 3 0 1 9 2.1

カ ポ ジ 肉 腫 0 0 0 0 1 0 3 0 1 0 1 3 2 1 2 14 3.2
原 発 性 脳 リ ン パ 腫 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 3 0.7
リ ン パ 性 間 質 性 肺 炎 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 1 1 6 1.4
非 定 型 抗 酸 菌 症 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 2 2 6 1.4
肺 炎 0 0 0 0 0 2 4 4 12 16 25 21 30 28 34 176 40.3
進 行 性 多発性白質脳症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 3 0.7
ト キ ソ プ ラ ズ マ 脳 症 0 0 0 0 0 0 1 0 3 1 1 5 4 2 5 22 5.0
化 膿 性 細 菌 感 染 症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2 0.5
コ ク シ ジ オ イ デ ス 症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
HIV 脳 症 0 0 0 0 0 0 0 2 2 1 1 3 1 2 3 15 3.4
ヒ ス ト プ ラ ス マ 症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0.2
イ ソ ス ポ ラ 症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 3 0.7
非 ホ ジ キ ン リ ン パ 腫 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 2 1 0 0 1 7 1.6
活 動 性 結 核 0 0 0 0 0 0 0 0 5 2 7 11 11 13 11 60 13.7
サ ル モ ネ ラ 菌 血 症 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 0.5
HIV 消 耗 性 症 候 群 0 0 0 0 0 4 2 3 6 6 6 9 5 4 13 58 13.3
反 復 性 肺 炎 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 4 6 1.4
浸 潤 性 子 宮 頸 癌 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0.2
　合計（報告数） 1 2 5 3 4 10 14 14 28 36 50 63 68 63 76 437 100.0
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表12　病変死亡者の国籍別、性別、感染経路別の年次推移（平成11年3月31日までの報告分）

国籍 性別 　感染経路 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999.3 合計 合計の％

日本 男 異性間の性的接触 0 4 3 9 6 23 31 31 41 20 4 172 38.7

同性間の性的接触（男）*1 1 4 6 3 7 32 22 28 12 13 3 131 29.4

静注薬物濫用 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 3 0.7

母子感染 0 0 0 0 1 1 1 2 1 1 0 7 1.6

その他*2 0 1 1 0 1 3 1 1 1 2 0 11 2.5

不明 2 4 7 6 8 16 13 26 22 9 8 121 27.2

合計 3 14 17 18 23 75 68 89 77 46 15 445 100

女 異性間の性的接触 0 0 0 1 3 3 4 5 5 2 2 25 62.5

静注薬物濫用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

母子感染 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2.5

その他*2 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 4 10.0

不明 0 1 0 0 0 2 1 2 1 1 2 10 25.0

合計 0 3 1 1 3 6 5 8 6 3 4 40 100

外国 男 異性間の性的接触 0 1 0 1 2 3 2 7 6 0 0 22 28.6

同性間の性的接触（男）*1 0 1 2 0 0 2 3 1 0 0 0 9 11.7

静注薬物濫用 0 0 0 0 1 1 0 0 1 2 0 5 6.5

母子感染 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

その他*2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1.3

不明 0 1 2 1 3 7 1 4 8 11 2 40 51.9

合計 0 3 4 3 6 13 6 12 15 13 2 77 100

女 異性間の性的接触 0 0 0 0 2 1 1 3 3 1 1 12 35.3

静注薬物濫用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0

母子感染 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 2.9

その他*2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2.9

不明 0 0 0 0 2 3 2 4 3 4 2 20 58.8

合計 0 0 0 0 4 5 3 7 7 5 3 34 100

*1 両性間性的接触を含む。

*2 輸血などに伴う感染例や推定される感染経路が複数ある例を含む 。
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表13 HIV感染者及びAIDS患者の報告年・診断年対応表

診断区分 国籍 診断年 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 合計

HIV 日本 1985 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

1986 - 17 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23

1987 - - 36 0 7 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 45

1988 - - - 17 9 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 27

1989 - - - - 24 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 27

1990 - - - - - 36 5 0 0 0 0 0 0 0 0 41

1991 - - - - - - 64 4 1 1 0 0 0 0 0 70

1992 - - - - - - - 118 3 0 0 0 0 0 0 121

1993 - - - - - - - - 119 5 0 1 0 0 0 125

1994 - - - - - - - - - 159 9 0 0 0 0 168

1995 - - - - - - - - - - 158 2 0 1 0 161

1996 - - - - - - - - - - - 228 5 1 0 234

1997 - - - - - - - - - - - - 262 10 0 272

1998 - - - - - - - - - - - - - 291 25 316

1999 - - - - - - - - - - - - - - 391 391
　合計 0 17 36 17 47 38 69 124 124 165 167 232 267 303 416 2022

外国 1985 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1986 - 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
1987 - - 9 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12
1988 - - - 7 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9
1989 - - - - 17 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19
1990 - - - - - 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27
1991 - - - - - - 134 5 1 0 0 0 0 0 0 140
1992 - - - - - - - 311 7 0 0 0 0 0 0 318
1993 - - - - - - - - 146 1 0 1 0 0 0 148
1994 - - - - - - - - - 129 3 0 0 0 0 132
1995 - - - - - - - - - - 110 6 0 0 0 116
1996 - - - - - - - - - - - 139 6 1 0 146
1997 - - - - - - - - - - - - 122 2 0 124
1998 - - - - - - - - - - - - - 121 3 124

1999 - - - - - - - - - - - - - - 103 103
　合計 0 1 9 7 24 29 134 316 154 130 113 146 128 124 106 1421

AIDS 日本 1985 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6
1986 - 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
1987 - - 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11
1988 - - - 13 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 14
1989 - - - - 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13
1990 - - - - - 23 0 0 0 4 0 0 0 0 0 27
1991 - - - - - - 22 4 1 2 0 0 0 0 0 29
1992 - - - - - - - 31 1 4 2 0 0 0 0 38
1993 - - - - - - - - 56 12 1 0 0 0 1 70
1994 - - - - - - - - - 79 9 4 0 0 0 92
1995 - - - - - - - - - - 109 6 2 0 0 117
1996 - - - - - - - - - - - 161 7 3 1 172
1997 - - - - - - - - - - - - 171 8 1 180
1998 - - - - - - - - - - - - - 158 11 169

1999 - 208 208
　合計 6 3 11 13 13 23 23 35 58 101 121 171 180 169 222 1149

外国 1985 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
1986 - 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
1987 - - 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7
1988 - - - 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3
1989 - - - - 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
1990 - - - - - 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10
1991 - - - - - - 14 0 0 1 0 0 0 0 0 15
1992 - - - - - - - 14 1 1 0 0 0 0 0 16
1993 - - - - - - - - 28 3 1 0 0 0 0 32
1994 - - - - - - - - - 29 1 0 0 0 0 30
1995 - - - - - - - - - - 48 2 1 0 0 51
1996 - - - - - - - - - - - 61 2 0 0 63
1997 - - - - - - - - - - - - 66 0 0 66
1998 - - - - - - - - - - - - - 63 2 65

1999 - 73 73
　合計 2 1 7 2 3 10 14 14 29 35 50 63 69 63 75 437

報告年
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